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●ケーブルテレビの本放送が
  始まりました!   p2～3
●ご存じですか 国民健康保険税  p4～5

●みんなの広場 【ひとこと・風の便り・Across Borders…】p14～15
●まちの話題 【哲多ふるさとすずらんまつり…】p16～17
●はつらつ健康ひろば 【コラム・健診日程・休日診療…】p18～19
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●おたんじょうび おめでとう!  p26

編集作業も毎日行います編集作業も毎日行います

みなさんにお届けするホットな話題を取材中！みなさんにお届けするホットな話題を取材中！

文字放送の原稿を作成しています文字放送の原稿を作成しています

いよいよ本放送がいよいよ本放送が
         スタート         スタート！！！！
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デジタル対応テレビ：１２チャンネル

アナログテレビ：６チャンネル

○文字放送・データ放送のほかに、市

役所各部署からのお知らせ番組、教育

番組、健康番組などを放送予定です。

放送日時については、文字放送の中で

紹介します。

①デジタル放送に切り替え、１２チャンネルのボタンを押します。
②リモコンのチャンネルボタンの上（∧）を押します。
※テレビにより操作方法が異なる場合がありますので、テレビの取扱説明書を参考にしてください。

■『行政チャンネル』のご要望・問い合わせ先　情報政策課放送広報係（��３１５４）

情報化推進員が説明に伺います
　市では、ラストワンマイル事業について、より多くのみなさんにご理解いただき、積極的な活用

を進めるため、「情報化推進員」を配置しています。ＩＰ電話やパソコンの扱い方、インターネッ

トの利用方法、ケーブルテレビの概要などについて、直接お伺いして説明しますので、お気軽にお

申し込みください。なお、料金は無料です。

■派遣申込・問い合わせ先　情報政策課情報政策係（��６１１５）

私たちが伺います

 森  元   宏 昌    氏

もり もと ひろ まさ

（情報化推進員）

�

 赤  木   富 雄    氏

あか ぎ とみ お

（情報化推進員）

�

デジタル対応テレビで行政チャンネルを見るには

ラストワンマイル事業

 ビ の 本 放 送 が 始 ま り まし た！
コミュニティーチャンネルと行政チャンネルの本放送が始まりました。

のニュース番組（日替わり）、市議会中継、県内の話題をお届けするほか、

市からのお知らせを、文字放送・データ放送・その他番組として、２４時

市からのお知らせや行政番組を放送する『行政チャンネル』

��



3 市報にいみ 第４０号
July 2008

デジタル対応テレビ：１２チャンネル

アナログテレビ：２チャンネル

■『   』の問い合わせ先

吉備ケーブルテレビ新見支局
（�０１２０－３７０－８６６）

パソコンでアメリカの息子さんご一家とテレビ電話
新見にお住まいの伊東さんは、光ファイバのインターネット回線を使って、アメリカに住む息子さ

んのご家族と、パソコンのテレビ電話で会話を楽しまれています。

私
は
こ
ん
な
ふ
う
に
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
月
に
１
回
程
度
、

ア
メ
リ
カ
に
住
む
長
男
と
は
国
際

電
話
で
話
を
し
て
い
ま
し
た
。
電

話
代
が
高
い
の
で
、
い
つ
も
簡
単

な
近
況
報
告
だ
け
で
済
ま
せ
て
い

ま
し
た
。

　

で
も
今
で
は
、
ア
メ
リ
カ
に
い

る
息
子
が
帰
国
し
た
と
き
に
買
っ

て
く
れ
た
パ
ソ
コ
ン
で
、
光
フ
ァ

イ
バ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を

利
用
し
て
、
テ
レ
ビ
電
話
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
毎
週
１
回
、
息
子

や
嫁
、
孫
の
顔
を
見
な
が
ら
の
会

話
は
楽
し
い
も
の
で
す
。
お
互
い

の
様
子
や
近
く
に
い
る
娘
夫
婦
の

こ
と
な
ど
、
時
間
を
気
に
せ
ず
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
話
し
て
い
ま

す
。
気
が
付
く
と
、
１
時
間
近
く

も
話
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

母
親
の
元
気
な
様
子
を
見
る
こ

と
が
で
き
て
嬉
し
い
で
す
。
実
際

に
顔
が
見
ら
れ
る
し
、
大
勢
で
み

ん
な
同
時
に
長
い
時
間
話
す
こ
と

が
で
き
る
と
こ
ろ
が
い
い
で
す
ね
。

直接会って話をしているようで、会話も弾みます。

  
伊  
東   
當 
枝
   

 
さ
ん

い 

と
う 

ま
さ 

え

　
　
　
　

（
新
見
・　

歳
）

８１

  
伊  
東   
一 
文
   

 
さ
ん

い 

と
う 

か
ず 
ふ
み

　

（
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ノ
ー
ス
カ
ロ

 

ラ
イ
ナ
州
ロ
ー
リ
ー
・　

歳
）

５４

ケ ー ブ ルテ レ 
　７月１日から、新見市光ファイバ網を利用した“ケーブルテレビ”の

　コミュニティーチャンネルの「   」では、新見独自

災害防災情報もいち早く放送します。また、「行政チャンネル」では、

間ご覧になれます。

地域に密着したニュース番組などを
放送するコミュニティーチャンネル

７月
 １ 日
 か ら 

あ  い

あい

あい
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国民健康保険税とは…
　● 国民健康保険税（国保税）の しく み
　国民健康保険税は、その年度に予測される医療費の総

額から、国などからの補助金とみなさんが病院などで支払

う一部負担金を差し引いた額を、各世帯に割り当てます。

　みなさんが納める国保税は、医療機関を受診される

ときの医療費にあてる国民健康保険の大切な財源とな

っています。

　● 後期高齢者支援金の創設
　平成２０年４月より「後期高齢者医療制度」が創設されたことに伴い、国保税の制度が改

正されています。

　これまでの国保税は、『医療保険分』と『介護保険分』を合計した額でしたが、新たに

『後期高齢者支援金分』が加わります。これは、後期高齢者（７５歳以上の人）の医療費の

一部を、７４歳以下の人で負担するものです。

� 医療保険分（０歳～７４歳が対象）

� 介護保険分（４０歳～６４歳が対象）

� 後期高齢者支援金分 新設 （０歳～７４歳が対象）

　● 国保税を納めるのは世帯主
　国民健康保険（国保）では、加入は世帯単位になっています。国保税納付も世帯単位で

行い、世帯主に納付義務があります。世帯主本人が職場の健康保険などに加入しており、

国保の加入者ではない場合でも、世帯の中に国保の加入者がいれば、国保税納付義務は世

帯主にあるので、通知書は世帯主に送付されます。

　● 国保税を納める時期
　国保税を納めるのは、会社を辞めたときなど、国保の加入者としての資格を得たときか

らで、国保の担当窓口に届け出をしたときからではありません。
 ※年度（4月～翌年3月）の途中で加入したりやめたりしたときは、月割で計算します。

年度の途中で国保に加入する場合
　国保に加入した月から国保税を納付

１０月に国保に加入する人の場合例

３月２月１月１２月１１月１０月９月８月７月６月５月４月
年間保険税の６/１２を納付

年度の途中で国保をやめる場合
　国保をやめた月の前月分まで国保税を納付

１２月に国保をやめた人の場合例

３月２月１月１２月１１月１０月９月８月７月６月５月４月
年間保険税の８/１２を納付

●●税率税率　平成２０年度の税率は次のとおりです。

介護保険分(４０歳から６４歳まで)後期高齢者支援金分医療保険分

税率税率税率課税の基礎

２.２%２.６%６.１%被保険者それぞれの前年中の所得（基礎控除額３３０,０００円）所得割

９,１００円７,０００円１９,０００円被保険者１人につき均等割

４,６００円５,０００円１５,０００円１世帯につき平等割

賦課限度額 ９０,０００円賦課限度額 １２０,０００円賦課限度額 ４７０,０００円

�

改正前（２０年３月末まで）

� 医療保険分

� 介護保険分

保険税＝� ＋ �

※原則として医療保険分の負担は減少し、新たに後期高齢者支援金分を負担していただくことになります。

改正後（２０年４月１日から）

� 医療保険分

� 後期高齢者支援金分

� 介護保険分

保険税＝� ＋ � ＋ �

国保に加入
↓

国保をやめる
↓
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国民健康保険税の特別徴収
　平成２０年１０月から国民健康保険税（国保税）の特別徴収（年金からの天引き）が始まりま

す。また、国保税は前年中の所得等により算定されますので、必ず所得の申告をしてくださ

い。所得の無い人や、税金上の扶養親族になっている人も申告が必要です（前年中の所得が

給与または公的年金のみである人は除く）。ご理解とご協力をお願いします。

　■ 特別徴収とは
　・納税義務者が受給している年金から徴収(天引き)する方法のことです。

　・納付書や口座振替で収める方法は普通徴収といいます。

　■ 対象
　特別徴収の対象者となる人は、６５歳から７４歳までの 「世帯主」 であって、次の�～�

のすべてに当てはまる人となります

�世帯主が国民健康保険の加入者であること

　※世帯主が会社の健康保険や共済組合の加入者である場合は該当しません

�世帯内で国民健康保険に加入している人が、全員６５歳から７４歳までであること

�世帯主が受給する年金の年額が１８万円以上であり、かつ、国民健康保険税額と介護保険

料額を合わせた額が年金額の２分の１を超えないこと

　ただし、年度途中で７５歳になる世帯主、また、介護保険料と国保税の合算額が年金受給

額の２分の１を超える場合は、国保税の特別徴収を行いません

－世帯構成例－

特別徴収世帯主（国保）７２歳、妻（国保）６８歳の場合

普通徴収

世帯主（国保）７２歳、妻（国保）６３歳の場合

世帯主（後期高齢者医療制度、擬制世帯主）７８歳、妻（国保）６８歳の場合

世帯主（社会保険、擬制世帯主）７２歳、妻（国保）６８歳の場合

世帯主（国保）７２歳、妻（国保）６８歳、子（国保）４０歳の場合

特別徴収世帯主（国保）７２歳、妻（国保）６８歳、子（社会保険）４０歳の場合

※擬制世帯主とは、世帯主が国保の加入者でない場合でも家族の中に国保の加入者がいる場合は、これら
の義務を負うことになり、このような国保の加入者ではない世帯主のことを「擬制世帯主」といいます。
この場合には、世帯主の所得は国保税の課税の対象にはなりません。

　■ 複数の年金を受給している場合
　特別徴収する年金には次のとおり優先順位があり、受給している中で最も上位の年金の

みで対象者の判定を行い、その年金から徴収されます。なお、障害年金や遺族年金も対象遺族年金も対象

となります。

１ 社会保険庁　２ 国家公務員共済組合連合会

３ 日本私学振興・共済事業団　４ 地方公務員共済組合連合会

　■ 特別徴収の時期
・４月、６月、８月、１０月、１２月、２月の年金定期支払時の年６回（平成（平成２０２０年度の特別徴年度の特別徴

収は１０月、１２月、２月のみ）

・普通徴収は従来どおり、７月から２月の年８回となるため、１１回の納付額は変わります回の納付額は変わります

が、総額は変わりません。

　■ 特別徴収税額の決まり方
徴収税額徴収時期（納期）

前年度保険税額を基に算定した年税額の６分の１の額また
は、前年度の最後に特別徴収された額

４月、６月、８月（仮徴収）

本年度保険税額を算定し、そこから、既に賦課済の保険税
を引き、残りの税額の３分の１の額

１０月、１２月、２月（本徴収）

■問い合わせ先　税務課市民税係（��６１１７）　
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全
日
本
小
学
生
男
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
の
招
致
が
決
定
し

ま
し
た
。
平
成　

年
３
月　

日

２１

２７

か
ら　

日
ま
で
、
全
国
か
ら
都

３０

道
府
県
予
選
会
を
勝
ち
抜
い
た

約　

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
市
内

４０
４
会
場
で
熱
戦
を
展
開
し
ま
す
。

こ
の
大
会
で
は
、
選
手
、
保
護

者
お
よ
び
関
係
者
な
ど
約
２
４

０
０
名
が
本
市
を
訪
ね
て
く
だ

さ
る
と
予
想
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
全
国
規

模
の
大
会
招
致
が
実
現
し
た
背

景
に
は
、
平
成　

年
度
の
お
か

１７

や
ま
国
体
の
成
功
が
源
と
な
っ

て
い
る
と
考
え
て
ま
す
。
と
り

わ
け
、
選
手
を
温
か
く
迎
え
入

れ
て
く
だ
さ
っ
た
市
民
の
み
な

さ
ん
の
応
援
や
、
各
種
大
会
に

お
け
る
関
係
者
の
て
き
ぱ
き
と

し
た
運
営
実
績
が
高
く
評
価
さ

れ
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
大
会
で
は
、
本
市
の
情

報
通
信
基
盤
を
駆
使
し
、
開
会

式
や
試
合
の
様
子
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
全
国
に
配
信

全日本小学生男子ソフトボール大会の招致決定！

市市
長長
室室
だだ
よよ
りり

し
た
り
、
各
会
場
で
の
試
合
状

況
を
本
部
で
瞬
時
に
集
計
す
る

な
ど
、
本
市
な
ら
で
は
の
大
会

運
営
に
し
て
い
き
た
い
と
熱
い

思
い
で
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
限

ら
ず
、
こ
う
し
た
全
国
大
会
な

ど
の
招
致
は
、
新
見
市
を
強
く

ア
ピ
ー
ル
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
あ

り
、
こ
れ
を
契
機
に
本
市
の
魅

力
を
全
国
に
発
信
し
、
さ
ら
な

る
飛
躍
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
大
き
な
大
会
の
開
催
は
国

体
に
次
い
で
２
回
目
で
す
が
、

訪
れ
て
く
だ
さ
る
多
く
の
方
々

を
温
か
く
お
迎
え
す
る
と
と
も

に
、
選
手
の
み
な
さ
ん
が
気
持

ち
よ
く
プ
レ
ー
し
、
た
く
さ
ん

の
良
き
思
い
出
を
持
ち
帰
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
市
民
の
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

ぜ
ひ
成
功
さ
せ
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

健
全
育
成
・
非
行
防
止
は

み
ん
な
の
願
い
で
す
！

　

次
代
を
担
う
青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
に
「
わ
が
子
、
人
の
子
、

地
域
の
子
」
の
共
通
理
解
の
も
と
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

で
き
る
こ
と
か
ら
や
っ
て
み
ま
せ

ん
か
？

学
校
の
役
割

　

新
見
市
内
の
高
等
学
校
で
は
、

各
校
・
各
校
地
の
特
色
を
生
か
し
、

互
い
に
連
携
を
と
り
な
が
ら
指
導

の
成
果
を
上
げ
る
よ
う
に
努
め
て

い
ま
す
。

○
子
ど
も
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
を

心
が
け
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
目
線
に
立
っ
て
、
そ

の
子
の
持
つ
長
所
や
個
性
を
見
つ

け
、
本
人
に
「
や
る
気
」
を
起
こ

さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

○
防
犯
教
室
等
を
積
極
的
に
開
催

し
て
、
規
範
意
識
の
向
上
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
・
防
犯
講
話
等

を
利
用
し
て
、
規
範
意
識
の
向
上

を
促
す
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

○
学
力
の
向
上
を
目
指
し
、
工
夫

し
た
学
習
の
展
開
を
し
て
い
ま
す
。

　

一
斉
授
業
だ
け
で
な
く
、
総
合

的
な
学
習
の
時
間
や
個
別
指
導
・

補
習
な
ど
を
通
し
て
、
で
き
る
だ

け
興
味
を
も
っ
て
学
習
が
で
き
る

よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

家
庭
の
役
割

○
親
子
関
係
が
希
薄
に
な
っ
て
い

ま
せ
ん
か
？

    
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
多
く
し

て
何
で
も
相
談
で
き
、
い
つ
も
笑

い
や
、
あ
い
さ
つ
の
あ
る
「
楽
し

い
家
庭
」
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

○
子
ど
も
の
飲
酒
・
喫
煙
を
黙
認

す
る
な
ど
保
護
者
自
身
の
規
範
意

識
が
欠
如
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

保
護
者
が
社
会
の
ル
ー
ル
を
守

り
、
自
ら
手
本
を
示
し
て
く
だ
さ

い
。

○
い
じ
め
等
の
早
期
発
見
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
に
異
常
が
認
め
ら
れ
た

と
き
は
、
す
ぐ
に
担
任
か
専
門
機

関
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

地
域
の
役
割

○
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
無
関
心

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

規
範
意
識
を
身
に
付
け
さ
せ
る

た
め
、
地
域
の
み
ん
な
で
子
ど
も

た
ち
に
「
愛
の
ひ
と
声
」
を
か
け
、

社
会
の
ル
ー
ル
を
教
え
ま
し
ょ
う
。

○
少
年
の
健
全
育
成
に
関
心
を
持

ち
、
地
域
で
子
ど
も
た
ち
を
育
ん

で
い
ま
す
か
？

　

「
地
域
の
子
ど
も
」と
し
て
育
て

る
た
め
、
地
域
の
お
祭
り
な
ど
の

行
事
に
積
極
的
に
参
加
さ
せ
て
く

だ
さ
い
。

子
ど
も
た
ち
の
役
割

○
健
や
か
に
、
そ
し
て
ひ
と
の
た

め
に
自
ら
育
つ
努
力
を
し
て
い
ま

す
か
？

　

社
会
の
ル
ー
ル
を
守
る
規
範
意

識
を
身
に
つ
け
、
や
さ
し
さ
と
思

い
や
り
の
心
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

小
さ
な
親
切
も
忘
れ
ず
「
一
日
一

善
」。

○
誘
惑
に
負
け
な
い
強
い
意
志
と

我
慢
す
る
心
を
持
っ
て
い
ま
す
か
？

　

い
け
な
い
こ
と
は
「
ダ
メ
」
と

言
え
る
強
い
意
志
と
我
慢
す
る
心

を
養
い
ま
し
ょ
う
。

○
何
か
夢
が
あ
り
ま
す
か
？

　

一
生
懸
命
に
な
れ
る
も
の
を
探

し
、
将
来
の
夢
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
共
生
高
等
学
校
内

・
新
見
市
内
高
等
学
校
生
徒
指
導

連
絡
協
議
会

・
新
見
警
察
署
管
内
学
校
警
察
補

導
連
絡
協
議
会
高
校
部
会

　

（
�
�
０
５
２
６
）
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叙

　

生
前
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

故　

小
原　

誠
氏
（
千
屋
実
）

が
旭
日
単
光
章
を
受
章

　

元
新
見
市
議
会
議
員
の
小
原

誠
氏
（
千
屋
実
･
平
成　

年
４

２０

月　

日
死
去
）
に
、
旭
日
単
光

１６
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
原
氏
は
、
昭
和　

年
旧
新

５７

見
市
議
会
議
員
に
初
当
選
さ
れ
、

以
後
平
成
６
年
ま
で
の
３
期　
１２

年
に
わ
た
り
、
情
熱
を
持
っ
て

市
政
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
副
議
長
と
し
て
議

長
を
補
佐
し
、
議
会
の
円
滑
な

運
営
に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、

地
域
住
民
の
生
活
環
境
の
整
備
、

教
育
環
境
の
充
実
、
地
域
福
祉

の
向
上
等
に
指
導
力
を
発
揮
さ

れ
、
新
見
市
の
発
展
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

故  
小  
原 　
 
誠  
氏

こ 

ば
ら 

ま
こ
と

教
育
委
員
会

　

教
育
委
員
長
・
教
育
委
員
長
職
務
代
理
者
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
任

期
は
平
成　

年
５
月　

日
か
ら
平
成　

年
５
月　

日
で
す
。

２０

２１

２１

２０

 金  平   敏  數  氏
かね ひら とし かず

（大佐小阪部）

教
育
委
員
長

 村  上 　 昇   氏
むら かみ のぼる

（哲西町矢田）

教
育
委
員
長
職
務
代
理
者

■
問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
（
�
�
６
１
４
５
）

社会を
明るく す る運動

　７月は「社会を明るくする運動」の強調

月間です。

　この運動は、「防ごう犯罪と非行 助けよ

う立ち直り」を統一標語に、すべての国民

が、犯罪や非行の防止と罪を犯した人たち

の更生について理解を深め、それぞれの立

場において力を合わせ、犯罪や非行のない

明るい社会を築こうとする全国的な運動で

す。

　希薄になったと言われている地域住民の

連帯を取り戻すことにより、地域の犯罪や

非行を抑止する力を増進させ、安全で安心

して暮らせる明るい社会をつくりましょう。

　新見市では、「社会を明るくする運動」新

見市実施委員会を中心として各種の啓発活

動に取り組むこととしています。　市民の

みなさんのご協力をお願いいたします。

■問い合わせ先

 　「社会を明るくする運動」新見市実施委

員会事務局（新見市御殿町センター内）

　（��０００９）

第５８回 位
叙勲
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保
険
料
の
免
除
・
猶
予
を

希
望
す
る
人
は
申
請
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
保
険
料
免
除
制
度
と
は
？

　

失
業
等
の
理
由
で
納
付
が
困

難
な
場
合
に
受
け
ら
れ
る
制
度

で
、全
額
、一
部
等
の
区
分
が
あ

り
、
申
請
を
し
て
認
め
ら
れ
る

と
、
そ
の
期
間
は
老
齢
基
礎
年

金
等
を
受
け
る
の
に
必
要
な
受

給
者
資
格
期
間
に
含
ま
れ
ま
す
。

○
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
と
は
？

　

学
生
以
外
の　

歳
未
満
の
人

３０

で
本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
所
得

が
、
一
定
額
以
下
の
場
合
に
申

請
で
き
ま
す
。
猶
予
が
認
め
ら

れ
て
い
る
期
間
は
、
老
齢
基
礎

年
金
を
受
け
る
の
に
必
要
な
受

給
者
資
格
期
間
に
は
含
ま
れ
ま

す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ

ま
せ
ん
。

○
免
除
等
の
承
認
に
よ
り
反
映

さ
れ
な
い
年
金
額
を
増
額
す
る

た
め
に
は
？

　
　

年
以
内
に
保
険
料
を
納
め

１０
る
こ
と
の
で
き
る
追
納
制
度
が

あ
り
ま
す
。

○
申
請
を
行
わ
ず
に
保
険
料
が

未
納
の
場
合
は
ど
う
な
る
の
？

　

不
慮
の
事
故
等
に
よ
り
障
害

が
残
っ
て
し
ま
っ
た
際
に
、
障

害
基
礎
年
金
な
ど
を
受
け
取
れ

な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
申
請
の
手
続
き
は
？

　

今
年
度
（
平
成　

年
７
月
〜

２０

平
成　

年
６
月
末
ま
で
）
の
免

２１

除
・
猶
予
申
請
を
希
望
す
る
人

は
、
速
や
か
に
手
続
き
を
市
民

課
国
保
年
金
係
、
ま
た
は
各
支

局
、
市
民
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
国
保
年
金
係

 
（
�
�
６
１
２
３
）

介 護 保 険
負担限度額認定申請の
　　　　　　お知らせ

■対象者

　市民税非課税世帯の施設利用者

■対象施設

　・特別養護老人ホーム

　・介護老人保健施設

　・介護療養型医療施設

　※ケアハウス、グループホームは対象となり

ません。

■認定証

　申請により、該当する人には認定証を発行し

ます。現在認定証をお持ちの人も６月末で受

給資格が終了しますので、７月からは再度申

請が必要となります。

■問い合わせ先

　高齢者支援課介護保険係（��３１４８）

　ショートステイを含

む介護保険施設に入所

している低所得者につ

いては、居住費・食費

に負担上限額が設けら

れ、利用者の負担軽減

が図られます。

国国 国年
民金

血糖測定時の採血器具 の
使用に伴う血液検査の実施について

　すでに、新聞等で報道されていますが、本市にお
いて採血器具の複数人への使用が確認されました。
これは旧神郷町、旧哲多町、旧哲西町時代から行っ
ている糖尿病教室、健康相談、介護予防教室、健康
福祉まつりにおいて使用されていたもので、針は一
人ひとり新しいものと交換しておりましたが、周辺
部は消毒を施して使用していました。
　市民のみなさんには大変ご心配をお掛けし、深く
お詫びいたします。
　当該器具の使用による感染の危険性は極めて低く、
国内における感染例はありませんが、心当たりのあ
る人は、市内医療機関において無料で血液検査を実
施しますので、健康づくり課、または各支局へご連
絡をお願いします。なお、個人通知が届いている人
は連絡不要ですが、必ず市内の医療機関で検査を受
けてください。

■問い合わせ先
　健 康 づ く り 課（��６１２９）
　大佐支局市民福祉課（��２１１２）
　神郷支局市民福祉課（��６１１２）
　哲多支局市民福祉課（��２１１２）
　哲西支局市民福祉課（��２１１２）

使用されていた採血器具
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きらめき健康福祉まつり
　“自分でまもる、みんなで支える、みんなの健康”をス

ローガンに「きらめき健康福祉まつり」を開催しますので、

みなさん、ぜひご来場ください。

　 今
年も

　やり
ます！

　

新
見
の
夏
を
彩
る
「
第　

回
新
見
ふ
る
さ
と
ま
つ

３３

り
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。
夏
お
ど
り
に
星
空
屋
台
村
・

花
火
な
ど
、
み
な
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
企

画
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

メ
イ
ン
の
夏
お
ど
り
に
は
、
市
内
全
域
か
ら
多
く

の
「
踊
り
連
」
が
毎
年
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
踊
り
の
練
習
な
ど
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

講
師
の
派
遣
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

●
児
童
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル　

表
彰
式

　
　

場
所
／
駅
前
通
り
特
設
お
ま
つ
り
広
場

　

●
夏
お
ど
り

　
　

場
所
／
駅
前
通
り
特
設
お
ま
つ
り
広
場

　

●
星
空
屋
台
村

　
　

場
所
／
駅
前
通
り
昭
和
橋

　

●
花
火
大
会

　
　

場
所
／
江
道
橋
上
流
河
原

夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏
・・・・・・・・・・
まままままままままま
つつつつつつつつつつ
りりりりりりりりりり
・・・・・・・・・・
感感感感感感感感感感
動動動動動動動動動動
のののののののののの
瞬瞬瞬瞬瞬瞬瞬瞬瞬瞬
間間間間間間間間間間

夏
・
ま
つ
り
・
感
動
の
瞬
間

　

第　

回
新
見
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

３３

※雨天の場合は、
　翌１０日に順延
（順延の決定は、
 当日の１６時に発表）

藤
本
奈
生
さ
ん
の
作
品
を 

ポ
ス
タ
ー
に
採
用

　

６
月　

日
、
児
童
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

１８

ル
の
審
査
会
が
行
わ
れ
、
第　

回
新
見
ふ

３３

る
さ
と
ま
つ
り
の
ポ
ス
タ
ー
に
、 

藤  
本  
奈 

ふ
じ 
も
と 

な

 
生 
さ
ん
（
思
誠
小
・
３
年
生
）
の
作
品
が

お採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

ポ
ス
タ
ー
は
、
ま
つ
り
当
日
ま
で
市
内

各
地
に
掲
出
し
、
ま
つ
り
の
雰
囲
気
を
盛

り
上
げ
ま
す
。

■問い合わせ先　　商工観光課観光振興係　（�� ６１３６）

８月９日 �
１８：２０～

■内容

　○講演「メタボリック症候群と新見地域のメタボの現状」

　　講師：順正短期大学教授　 吉  田  健  男  氏
よし だ たけ お

　○手洗いチェックと日常衛生　○ＡＥＤ取扱講習

　○診療所探検隊・無料歯科検診・健康チェック・健康相

談・食育フェアなど

■主催　新見市哲西地域包括ケア推進会議

■共催　新見保健所

■問い合わせ先

　特定非営利活動法人　ＮＰＯきらめき広場（��２１４３）

　　日時／７月１２日�　９：３０～１５：３０
　　場所／きらめき広場・哲西

とととととととととととととと

きききききききききききききき

と　
　

き
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パソコン講座�パソコン講座�

■内　容

　ワープロソフト「ワード」で表・図・飾り文字

を使った文書作成（３回連続）

■対　象

　パソコンで文字（かな・数字）を入力できる人

■日　時

・昼の部　７月２３日�、２４日�、２５日�

　１０：００～１２：００

・夜の部　７月２３日�、２４日�、２５日�

　１９：００～２１：００

■会　場　まなび広場にいみ２階パソコン室

■参加費　１,０００円（テキスト代は別途）

■定　員　２０名（多数の場合は抽選）

■申込方法

　講座名（パソコン講座７月・昼の部・夜の部

「ワープロ」）、郵便番号、住所、氏名、年齢、

電話番号を記入して、ハガキまたはＦＡＸでお

申し込みください。（電話では受付できません）

■申込締切

　昼・夜の部とも　７月１５日�

■申込み・問い合わせ先

　〒７１８－８５０１

　新見市新見３１０－３

　生涯学習課生涯学習係

　（��６１４７  FAX�６１２０）

まなび広場にいみ主催

ワープロの初歩 ７月

顔
料
を
粉
末
状
に
し
粘
着
剤
で

固
め
た
画
材
）
な
ど
の
素
材
を

使
い
、
人
物
画
で
基
礎
的
な
デ

ッ
サ
ン
や
素
描
を
体
験
し
ま
す
。

■
講
師

・ 
田  
渕  
俊  
夫 
氏
（
日
本
美
術
院
同

た 

ぶ
ち 
と
し 

お

人
・
評
議
員
、
東
京
芸
術
大
学
副
学

長
）

・ 
古  
賀  
海  
人 
氏
（
東
京
芸
術
大
学
大

こ 

が 

う
み 

と

学
院
修
士
２
年
生
）

・ 
武  
田  
裕  
子 
氏
（
東
京
芸
術
大
学
大

た
け 

だ 

ひ
ろ 

こ

学
院
修
士
２
年
生
）

・ 
京  
都  
絵  
美 
氏
（
東
京
芸
術
大
学
大

み 

や
こ 

え 

み

学
院
修
士
２
年
生
）

・ 
綿  
引 
は
る
な
氏
（
東
京
芸
術
大
学

わ
た 
ひ
き

大
学
院
修
士
２
年
生
）

■
申
込
方
法

　

参
加
希
望
の
人
は
、
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
希
望
コ

ー
ス
を
ハ
ガ
キ
に
記
入
し
、
７
月

　

日
�
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ

１４さ
い
。
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
と
な
り
ま
す
。
ま
た
電
子
メ
ー

ル
（s-g

a
k
u
sh
u
@
city
.n
iim
i.o

k
a
y
a
m
a
.jp

）
で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
７
１
８
�
８
５
０
１

　

新
見
市
新
見
３
１
０
�
３

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
（
�

�
６
１
４
７
）

■
日
程

　

７
月　

日
�
か
ら
７
月　

日
�

２６

２８

の
３
日
間

■
場
所

　

ま
な
び
広
場
に
い
み　

学
習
室
、

国
際
交
流
室

■
参
加
費

・
高
校
生
以
上
一
般

　
　

市
内
の
人 　

５
’０
０
０
円

　
　

市
外
の
人 

１
５
’０
０
０
円

・
小
学
校
高
学
年
（
５
・
６
年
生
）

以
上
中
学
生

　
　

市
内
の
人 　

１
’０
０
０
円

　
　

市
外
の
人 　

３
’０
０
０
円

※
各
講
座
の
中
で
使
用
す
る
画
材

な
ど
は
、
基
本
的
に
主
催
者
で

準
備
し
ま
す
が
、
日
本
画
コ
ー

ス
に
つ
い
て
は
、
専
用
の
筆
が

必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
持

ち
で
な
い
人
は
実
費
で
購
入
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
詳
細
は
参

加
者
に
直
接
ご
案
内
し
ま
す
。

■
定
員

　

各
コ
ー
ス　

名
程
度

３０

■
コ
ー
ス

①
日
本
画
コ
ー
ス

　

日
本
画
の
基
本
材
料
の 
岩  
絵 
の

い
わ 

え

 
具 
を
使
い
、扇
面
に
絵
を
描
い
て
、

ぐ日
本
画
の
伝
統
技
法
を
体
験
し

ま
す
。

②
素
描
・
デ
ッ
サ
ン
コ
ー
ス

　

鉛
筆
や
パ
ス
テ
ル
（
乾
燥
し
た

　日本美術院同人で、評議員の東京芸術大学副学長、 田  渕  俊  夫 
た ぶち とし お

氏ほか、４名の講師を迎えて絵画教室を開催します。

参加者を募集 し ま す ！

絵 画 教 室
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平
成　

年
度

２０

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等
の

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
実
施

　

病
気
な
ど
や
む
を
得
な
い
理
由

に
よ
り
、
保
護
者
が
義
務
教
育
諸

学
校
に
就
学
さ
せ
る
義
務
を
猶
予

ま
た
は
免
除
さ
れ
た
人
や
、
日
本

の
国
籍
を
有
し
な
い
人
で
年
度
末

ま
で
に
満　

歳
以
上
に
な
る
人
な

１５

ど
、
中
学
校
の
卒
業
資
格
を
有
し

な
い
人
に
対
し
、
中
学
校
卒
業
程

度
の
学
力
が
あ
る
か
ど
う
か
を
認

定
す
る
た
め
に
国
が
行
う
試
験
で

す
。
合
格
し
た
人
に
は
、
高
等
学

校
の
入
学
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

■
受
験
資
格

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①　

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
で
あ

る
人
、
ま
た
は
、
就
学
義
務
猶

予
免
除
者
で
あ
っ
た
人
で
、
平

成　

年
３
月　

日
ま
で
に
満　

２１

３１

１５

歳
以
上
に
な
る
人

②　

保
護
者
が
就
学
さ
せ
る
義
務

の
猶
予
ま
た
は
免
除
を
受
け
ず
、

か
つ
、
平
成　

年
３
月　

日
ま

２１

３１

で
に
満　

歳
に
達
す
る
人
で
、

１５

そ
の
年
度
の
終
わ
り
ま
で
に
中

学
校
を
卒
業
で
き
な
い
と
見
込

ま
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
や
む

を
得
な
い
事
由
が
あ
る
と
文
部

科
学
大
臣
が
認
め
た
人

③　

平
成　

年
３
月　

日
ま
で
に

２１

３１

満　

歳
以
上
に
な
る
人
（
①
お

１６
よ
び
④
に
該
当
す
る
人
を
除

く
。）

④　

日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
人

で
、
平
成　

年
３
月　

日
ま
で

２１

３１

に
満　

歳
以
上
に
な
る
人

１５

■
試
験
科
目

　

国
語
、
社
会
、
数
学
、
理
科
、

外
国
語
（
英
語
）

■
願
書
受
付
期
間

　

８
月　

日
�
〜
９
月
９
日
�

２２

　

（
消
印
有
効
）

■
試
験
期
日　
　

月
４
日
�

１１

■
合
格
発
表

　
　

月　

日
�
（
予
定
）

１２

１２

■
申
込
み
（
願
書
請
求
）・
問
い

合
わ
せ
先

　

〒
７
０
０
�
８
５
７
０

　

岡
山
市
内
山
下
２
�
４
�
６

　

岡
山
県
教
育
委
員
会

　

（
代
表　

�
０
８
６
�
２
２
４

�
２
１
１
１
）

　

ま
た
は
、
新
見
市
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課（
�
�
６
１
４
６
）

　

※
文
部
科
学
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
き
を

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

（U
R
L
h
ttp
s：
//sh

in
se
i.

m
e
x
t.g
o
.jp
/in
d
e
x
.h
tm
l

）

中国自動車道E TC 専 用

『大佐スマー トインター チェンジ』
を利用しまし ょ う

　ＥＴＣを利用して高

速道路を走行した場合、

利用時間帯により、深

夜割引や通勤割引が適

用され大変お得です。

■利用可能時間　６：００～２２：００

■利用可能車種

　ＥＴＣ車載器を搭載した二輪自動車、軽自動

車、普通車、中型車

※大型車、特大車は利用できません。

■問い合わせ先

　企画課企画政策係（��６１１４）

　大佐支局総務課（��２１１１）

市町史 を販売し てい ま す
　市では、旧１市４町の市町史を販売していま

す。それぞれの地域の歴史史料の集大成となっ

ていますので、ぜひお買い求めください。

■販売価格および販売先

【新見市史】

　通史編上巻　６,２００円

　通史編下巻　４,２００円

　史料編　　　３,５００円

　セット　     １３,９００円

　　企画課企画広報係（��６１１４）

【大佐町史】

　上巻　５,０００円

　下巻　５,０００円

　上下巻セット　８,０００円

　　おおさ総合センター（��２３０４）

【神郷町史】

　一冊　２,０００円

　神郷支局総務課（��６１１１）

【哲多町史】

　民俗編　５,０００円

　　哲多支局市民福祉課（��２１１２）

【哲西史】

　史料編（一）　３,０００円

　史料編（二）　３,０００円

　　哲西支局市民福祉課（��２１１２）
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改改
正正
最最
低低
賃賃
金金
法法
が

　

７
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す 
！

　

最
低
賃
金
の
決
定
基
準
や
罰
則

の
上
限
額
、
派
遣
労
働
者
へ
の
適

用
関
係
な
ど
に
つ
い
て
、
大
き
な

改
正
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

○
地
域
別
最
低
賃
金
は
こ
う
な
り

ま
す

　

地
域
別
最
低
賃
金
を
決
定
す
る

場
合
に
は
、
労
働
者
が
健
康
で
文

化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
生
活
保
護

に
係
る
施
策
と
の
整
合
性
に
も
配

慮
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
最
低

賃
金
の
具
体
的
な
金
額
は
、
都
道

府
県
ご
と
に
決
定
さ
れ
ま
す
。

○
地
域
別
最
低
賃
金
不
払
に
お
け

る
罰
則
金
額
の
上
限
が
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す

　

地
域
別
最
低
賃
金
不
払
に
お
け

る
罰
則
金
額
の
上
限
が
、
こ
れ
ま

で
の
２
万
円
か
ら　

万
円
に
引
き

５０

上
げ
ら
れ
ま
す
。

○
産
業
別
最
低
賃
金
は
こ
う
な
り

ま
す

　

産
業
別
最
低
賃
金
に
つ
い
て
は
、

不
払
に
よ
る
最
低
賃
金
法
の
罰
則

は
適
用
さ
れ
な
く
な
り
、
労
働
基

準
法
に
規
定
さ
れ
た
賃
金
の
全
額

払
違
反
の
罰
則
（
罰
金
の
上
限
額

　

万
円
）
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

３０
　

た
だ
し
、
産
業
別
最
低
賃
金
が

適
用
さ
れ
る
労
働
者
に
、
地
域
別

最
低
賃
金
に
満
た
な
い
賃
金
し
か

支
払
わ
れ
な
い
場
合
は
、
最
低
賃

金
法
第
４
条
違
反
に
よ
る
罰
則

（
罰
金
の
上
限
額　

万
円
）が
適
用

５０

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

○
適
用
除
外
規
定
が
見
直
さ
れ
ま

す
　

障
害
に
よ
り
著
し
く
労
働
能
力

の
低
い
人
、
仮
の
使
用
期
間
中
の

人
、
認
定
職
業
訓
練
を
受
け
て
い

る
人
な
ど
に
関
す
る
適
用
除
外
が

廃
止
さ
れ
、
最
低
賃
金
の
減
額
特

例
が
新
設
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
適
用
除
外
の
許
可
を

受
け
て
い
る
場
合
は
、
７
月
１
日

�
か
ら
平
成　

年
６
月　

日
�
ま

２１

３０

で
の
経
過
措
置
期
間
中
に
減
額
特

例
の
許
可
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

○
派
遣
労
働
者
の
適
用
最
低
賃
金

が
変
わ
り
ま
す

　

派
遣
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
派

遣
先
の
地
域
（
産
業
）
の
最
低
賃

金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

○
最
低
賃
金
額
の
表
示
が
時
間
額

の
み
に
な
り
ま
す

　

時
間
額
、
日
額
、
週
額
ま
た
は

月
額
で
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

た
最
低
賃
金
額
の
表
示
単
位
が
、

時
間
額
の
み
に
な
り
ま
す
。

　

支
払
わ
れ
て
い
る
賃
金
が
、
日

給
、
月
給
な
ど
時
間
額
以
外
で
定

め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
れ

を
時
間
額
に
換
算
し
て
比
較
し
て

く
だ
さ
い
。（
最
低
賃
金
法
施
行
規

則
第
２
条
）

○
監
督
機
関
に
対
す
る
申
告
規
定

が
設
け
ら
れ
ま
す

　

労
働
者
は
、
事
業
場
に
最
低
賃

金
法
令
に
違
反
す
る
事
実
が
あ
る

と
き
は
、
そ
の
こ
と
を
監
督
機
関

に
申
告
し
て
、
是
正
の
た
め
の
適

切
な
措
置
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
使
用
者
は
、
申
告
し

た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
当
該
労

働
者
に
対
し
、
解
雇
な
ど
の
不
利

益
な
取
扱
い
を
し
て
は
な
ら
な
い

規
定
も
設
け
ら
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
労
働
局
賃
金
室
（
�
０
８

６
�
２
２
５
�
２
０
１
４
）

　

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
：
//w
w
w
.m
h
lw
.g
o
.

jp

）

川や水 路 にご みを 捨て な い で！
　市内河川の中州や岸にある木の枝などに多数のごみ

がかかっています。また、下流域の水路にごみや草が

流れ込み、水路が詰まってしまうこともあります。

　ごみは、下流の景観を損なうだけでなく、流れてい

く間に砕けて小さくなり、それを魚などが飲み込むこ

とにより、川や海の生物にも悪影響を与えます。

　自分だけならいいだろうという気持ちでごみをポイ

捨てしないこと、自分が買ったものは責任をもって処

分・リサイクルすることで、私たちのまち、美しい川、

きれいな海を守りましょう。

■問い合わせ先　生活環境課（��６１２４）
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農地やため池の
災害を未然に
       防ぎ ま し ょ う！

　これからの時期は、梅雨や台風などでまとまっ

た雨が予想されます。このような時、心配なのが

田畑の 畦  畔 の崩壊やため池の決壊などです。
けい はん

　被害を最小限に食い止めるために、気象情報に

十分注意を払い、ため池や水田の水管理をしまし

ょう。

ため池管理について
　近年、台風や集中豪雨等により全国的にも老朽

ため池が被災し、下流域の農地や家屋などに甚大

な被害をもたらしています。このようなことを未

然に防ぐために、日頃から 堤  体 の草刈りや点検を
てい たい

行ってください。大雨が予想される時は、事前に

水位を下げておきましょう。

災害復旧について
　被災した田畑や農業用施設について、次の要件

を満たした場合、復旧工事が補助対象となります

ので、復旧工事を希望する場合は、降雨後１週間以

内に農林課または、各支局経済建設課へ申し出て

ください。

�災害復旧事業適用要件
・１時間に２０ミリ以上の雨量または、２４時間で８０ 

ミリ以上の雨量があった場合に、次の農地、施設

の復旧工事が補助対象となります。

　①耕作面まで被災した農地

　②農業用施設（農道・水路で２人以上の受益者）が

被害を受け機能しない状態のもの

�受益者負担率
　農地農業用施設災害復旧工事には、受益者負担

が伴います。

　農地の場合……………１０％

　農業用施設の場合……５％

■問い合わせ先

　農林課農地整備係 （��６１３５）

　大佐支局経済建設課 （��２１１３）

　神郷支局経済建設課 （��６１１３）

　哲多支局経済建設課 （��２１１３）

　哲西支局経済建設課 （��２１１３）

　梅雨・台風シーズンには、暴風・豪雨により

森林が崩壊したり、土石流が発生するなど、山

地災害の危険性が高まります。

　危険を察知したら、早めに指定された場所に

避難してください。

○８つの危険信号に注意！
�枯れたことのないわき水が止まった。

�普段澄んでいる沢や井戸の水が濁った。

�川が濁り、流木が混ざりはじめた。

�雨が降り続いているのに、川の水位が下がった。

�わき水の量が急に増えた。

�山の木が傾いたり、斜面に亀裂が走った。

�山の斜面から石が転がり落ちてきた。

�地鳴りの音が聞こえてきた。

危険信号 に 注意！
　  ～山地災害に備える～

■問い合わせ先

　農林課林業振興係（��６１３４）

　大佐支局経済建設課（��２１１３）

　神郷支局経済建設課（��６１１３）

　哲多支局経済建設課（��２１１３）

　哲西支局経済建設課（��２１１３）
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に
携
わ
り
、
多
く
の
人
々
と
知

り
合
う
こ
と
が
で
き
て
い
る
の

は
、
私
に
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を

与
え
て
く
だ
さ
っ
た
関
係
者
の

方
々
の
お
陰
で
あ
り
、
常
に
協

力
を
惜
し
ま
ず
、
共
に
悩
み
、

活
動
し
て
く
だ
さ
る
仲
間
の
お

陰
に
他
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
家
に
こ
も
り

が
ち
な
友
人
た
ち
と
集
い
、
語

り
、
も
の
作
り
を
し
、
時
に
は

草
取
り
な
ど
も
し
な
が
ら
汗
を

流
せ
る
よ
う
な
場
所
を
探
し
、

み
ん
な
元
気
で
余
生
を
楽
し
む

こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
み
な

さ
ん
か
ら
も
良
い
ア
イ
デ
ア
を

お
聞
か
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

　

足
腰
が
弱
っ
た
り
認
知
症
状

が
出
始
め
る
の
は
、
七
十
歳
の

峠
に
さ
し
か
か
っ
て
か
ら
だ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
か
く
い
う

私
も
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
体
調

を
崩
し
、
体
重
は
激
減
。
憂
う

つ
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
し

た
が
、
そ
れ
も
い
つ
の
間
に
か

治
り
、
今
で
は
元
気
な
毎
日
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
私
が
い
く
つ
か
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
思

う
の
は
、
人
と
ふ
れ
合
う
こ
と

が
元
気
の
源
で
あ
る
と
い
う
こ

と
。
人
と
出
会
い
、
人
に
刺
激

を
与
え
ら
れ
る
こ
と
で
、
日
々

が
生
き
生
き
と
輝
い
て
く
る
と

い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

何
の
取
り
得
も
な
い
私
が
、

今
こ
う
し
て
た
く
さ
ん
の
活
動

『出会いを大切に』

 上  原   米 子   さん

うえ はら よね こ

〔新見〕７４歳

提案＆お便りの送り方

�今月号で配布した専用用紙ま
たはハガキに、①提案②住所
③氏名④年齢⑤電話番号を書
いてお送りください。
�専用用紙は、折りたたむと封
書になります。切手をはらず
にポストに入れてください。
（来年の３月末まで使用でき
ます）
�ファックス、電子メールでも
受け付けていますのでご利用
ください。

送 付 先

〒７１８-８５０１
新見市新見３１０-３
新見市役所企画課
「提案＆お便り」係
�FAX 72-6243
�電子メール
　idea@city.niimi.
　　　 okayama.jp

下
の
匿
名
希
望
の
欄
の
「
は
い
」
に
○

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
住
所
、
氏
名
の
記
入
が
な
い

も
の
は
「
市
報
に
い
み
」
に
掲
載
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

み
な
さ
ん
か
ら
の
お
便
り
で
つ
く

る
「
提
案
＆
お
便
り
」
コ
ー
ナ

ー
で
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
の
提
案
や
市
政
に
つ
い
て

の
ア
イ
デ
ア
、
意
見
・
要
望
な
ど
を
お

寄
せ
い
た
だ
き
、
一
部
を
こ
の
コ
ー
ナ

ー
で
紹
介
し
ま
す
。
日
頃
の
く
ら
し
の

中
で
、
思
う
こ
と
や
気
づ
い
た
こ
と
な

ど
何
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お

便
り
く
だ
さ
い
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
も
の
に
つ
い
て

は
、
市
長
か
ら
回
答
し
ま
す
の
で
、
住

所
、氏
名
は
必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

「
市
報
に
い
み
」
に
掲
載
す
る
場
合
に

は
、
匿
名
扱
い
も
可
能
な
の
で
、
用
紙

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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南 か ら

北

か

ら

第　

通
４０

国境を�
　こえて�

筆
者
は
左

 西  村   利 郎   さん（７９歳）

にし むら とし ろう

大阪府吹田市（出身：新見市上市）
株式会社日本スペリア社

代表取締役会長

で
起
業
す
る

こ
と
を
決
意

し
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

　

現
在
は
会
社
の
経
営
も

長
男
に
譲
り
、
私
は
会
長
と
し
て
会
社

の
発
展
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
今
後
も
た
ゆ
ま
な
い
技
術
の
発

展
と
人
類
の
繁
栄
に
寄
与
す
る
た
め
、
惜
し

み
な
い
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

現
在
で
も
機
会
が
あ
る
ご
と
に
新
見
へ
出
掛

け
て
お
り
ま
す
。
ま
た
み
な
さ
ん
と
お
会
い
で

き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

新
見
を
離
れ
て
か
ら
長
い
年
月
が
経
過
し

ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
現
在
、
大
阪
府
吹
田
市
で
、
は
ん
だ
付
・

ろ
う
付
用
金
属
接
合
材
料
等
の
製
造
販
売
を
手

掛
け
て
い
る
日
本
ス
ペ
リ
ア
社
と
い
う
会
社
で

代
表
取
締
役
会
長
を
務
め
て
お
り
ま
す
。

　

１
９
６
５
年
ま
で
は
繊
維
関
係
の
商
社
に
勤

め
て
い
た
私
は
、
そ
の
当
時
、
イ
ン
ド
・
パ
キ

ス
タ
ン
の
原
綿
の
買
い
付
け
の
仕
事
に
携
わ
っ

た
り
、
タ
イ
に
４
年
間
赴
任
し
た
り
と
忙
し
く

働
い
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
繊
維
業
界
の

将
来
に
不
安
を
抱
き
、
そ
の
当
時
、
わ
が
国
で

一
番
遅
れ
て
い
た
分
野
で
あ
る
金
属
接
合
分
野

★

デ
ィ
ブ
・
コ
リ
モ
ア
さ
ん

ジ
ャ
マ
イ
カ
国
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ォ
ー
ド
出
身

矢
神
、
神
郷
北
、
神
代
、
野
馳
、
新
砥
小
に

勤
務

　Greetings to the people of Niimi - Shi (Konnichiwa), 
My name is Dave Collymore and I am from the 
beautiful island of Jamaica. Jamaica is a very small 
island located in the Caribbean (South of Cuba and 
only 1 hour away from Florida in the USA). It has a 
population of 2.7 million which are 90% black or of 
African decent. The other 10 % is mixed between 
White, Asians, Jews, Syrians and many other races. We 
created reggae music and is the birth place of a 
popular reggae icon by the name of Bob Marley. We 
also have the fastest man in the world living in our 
country that has the world record for 100 M sprint 
(9.74s) by the name of Asafa Powell. Jamaica has 
many beaches and its summer all year round.
　As for myself, I enjoy travelling, poetry, soccer, 
table tennis, video games and interacting with 
different people. It is a pleasure for me to be in Niimi 
as the people here are friendly and helpful but the 
area is a little too cold especially at nights. Yoroshiku 
Onegaiishimas.
　Dave Collymore (Jamaica / Japan)

　新見市のみなさん、“コンニチハ”。
　私の名前はディブ・コリモアです。ジャマイカとい
うとても美しい島からやって来ました。ジャマイカ
はカリブ海に位置する非常に小さな島です。（キュー
バの南にあり、アメリカのフロリダからもわずか1時
間ほどのところです）人口は270万人で、その90%
が黒人またはアフリカからの移住者です。残りの
10%は白人、アジア人、ユダヤ人、シリア人またはそ
の他の国の人が入り混じっています。この地はレゲ
エという音楽を生み出し、またボブ・マーレイという
非常に有名なレゲエ歌手が生まれた地でもあります。
さらには、男子100ｍ走で9秒74の世界記録を出し
たアサハ・パウエルという選手がいるところでもあり
ます。ジャマイカにはたくさんのビーチがあり、年中
常夏のようなところなのです。
　私は、旅行や詩、サッカー、卓球、テレビゲームな
どが好きで、他国の人とのおしゃべりも大好きです。
特に夜は寒いけど、親切でよく面倒を見てくれる人が
多いこの新見で暮らすことを喜んでいます。“ヨロシ
クオネガイシマス”
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環境月間エコロジーイベントを開催
◆キャンドルナイトin新見
　６月７日�、城山公園で「キャンドルナイトin新見」が開催さ

れ、約１００人の親子が参加し、環境について考えました。

　キャンドルナイトとは、「環境保護のため、夏至・冬至の夜２時

間だけ電気を消して節電し、ろうそくの灯りの中でゆったり過ごし

ましょう」というボランティアの呼びかけで始まったものです。

　この日、子どもたちは廃油を利用して作った色とりどりのキャン

ドルの灯りを見つめ、「蛍光灯の光より癒される感じがする。」など

と話していました。

　あいにくの曇り空でしたが、時折、雲間からのぞく三日月が子

どもたちの 灯 すろうそくの灯りをやさしく見守っていました。
とも

歌声コンサートも行われました
◆にいみフォーラム総会・研修会を開催
　５月２９日�、まなび広場にいみ小ホールで男女共同参画社

会の実現を目指して活動している「にいみフォーラム」の総

会と研修会が開催され、会員や関係者ら約７０名が出席し、今

年度の事業計画などについて審議を行いました。また、研修

会では、男女共同参画推進センター（ウィズセンター）所長

の 笹  井  敏  恵 さんの講演もあり、参加者たちはメモを取りなが
ささ い とし え

ら熱心に耳を傾けていました。

　当団体は、県が実施する今年度の「夢づくり推進大賞」を

受賞しており、今後も男女共同参画社会の実現を目指し、官

民協働のまちづくりに取り組んでいきます。

多彩なイベントで大盛況！
◆第２５回哲多ふる里すずらんまつり
　６月１日�、哲多町本郷の本郷小学校グラウンドを主会場

に「第２５回哲多ふる里すずらんまつり」が開催されました。

　当日は、備中神楽の上演や地元中学生による銭太鼓の披

露、アームレスリング大会など様々なイベントが催され、市

内外から多くの人が訪れました。

　また、各種団体によるバザーや新見高校生によるすずらん

の販売なども行われ、訪れた人たちが次々と地元の特産品な

どを買い求める姿が見られ、会場は終日賑わいました。

実際の職場を体験！
◆「岡山県健康の森学園養護学校」
　産業現場等における実習

　６月１６日から２７日まで、岡山県健康の森学園養護学校高等
部の生徒が県内の各事業所・福祉施設等での実習を行いま 

した。

　高等部２年生の 西  村  絵  理  子 さん（１６歳）は、保育所や市役
にし むら え り こ

所での様々な仕事を体験し、２３日には“市報にいみ”の取材

にも同行しました。西村さんも「普段の学校生活とは違うけ

どしっかり頑張ります！」と話し、熱心にシャッターを切っ

たり、参加者と話をしたりして取材を行いました。
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農作業の大変さを実感！
◆新見公立短大生が農業体験
　５月２５日�、哲西町大竹の 垰俊二 さんの畑を使い、新見公

たわしゅんじ

立短期大学１年生１９人が農業体験を行いました。

　これは、保育者を目指す学生が畑を耕し、苗を植え、育て

たものを収穫し、食するまでの一連の作業を行い、普段の授

業では知ることができない知識や感動を得ることで、実践力

を高めていこうというものです。

　農作業を行ったことのない学生がほとんどの中、当日は垰さん

の指導のもと、慣れない鍬などを使いながら畑を耕し、日頃の生

活とは違った体験を行いながら心地よい汗を流していました。

トップレベルの技術に大歓声！
◆大佐山フェスティバル２００８

　６月８日�、「大佐山フェスティバル２００８」が開催され、
大勢の家族連れが会場を訪れました。

　今回はパラグライダーやミニバイクの体験コーナーもあ

り、小学生などが普段は体験することができない各種スポー

ツを存分に楽しみました。

　また、会場ではコンクリートブロックなどを設置して作ら

れた特設コースを利用して、自転車のヒルクライム競技や

オートバイのトライアル競技のデモンストレーションも行

われ、国際レベルの選手による実演に、訪れた観客も大きな

歓声を送っていました。

公明で適正な選挙の実施に向けて
◆新見市明るい選挙推進協議会が設立

　５月２９日�、山村開発センターで「新見市明るい選挙推進
協議会」の設立会が行われ、市選管の 谷  村  啓  治 委員長から市

たに むら けい じ

内の公民館長１８人と選挙管理委員補充員４人に推進委員と

して委嘱状が交付されました。

　当協議会は、明るい選挙の推進や有権者の政治意識の高揚

に努めることを目的として設立され、市内の公民館を中心に

選挙の普及啓発や広報を行っていくものです。

　また、県選管事務局の 坪  井  俊  隆 選挙班長から最近の選挙に
つぼ い とし たか

関する情勢について講演が行われ、今後の啓発活動へ向けて

熱心に耳を傾けていました。

日中友好に尽力を！
◆中国信陽市 河区からの留学生が
　市長を表敬訪問
　６月６日�、新見市と友好都市縁組を結んでいる中国河南

省信陽市   　  河 区から吉備国際大学（高梁市）へ入学している
し が

留学生６人が石垣市長を表敬訪問しました。

　６人は一人ずつ自己紹介を行ったり、新見の印象や将来の

夢などについて市長と話をしていました。市からも日本で

の生活準備金として助成金が贈られ、留学生はぜひ日中友好

のために力を尽くしたいと日本語で豊富を述べていました。

し　 が
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ココココココココココララララララララララムムムムムムムムムムコラム 食中毒の予防は家庭から

　

食
中
毒
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
旅
館
な
ど
、
飲

食
店
で
の
食
事
が
原
因
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

家
庭
の
食
事
で
も
発
生
す
る
危
険
性
が
あ
り
、

そ
の
対
策
は
と
て
も
大
切
で
す
。
食
中
毒
は
、

一
般
的
に
気
温
が
高
く
な
る
初
夏
か
ら
晩
秋
に

か
け
て
多
く
発
生
し
ま
す
。

　

食
中
毒
予
防
の
三
原
則
は
、食
中
毒
菌
を「
付

け
な
い
、
増
や
さ
な
い
、
殺
菌
す
る
」
で
す
。

次
に
紹
介
す
る
家
庭
で
で
き
る
食
中
毒
予
防

「
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」
は
、
こ
の
三
原
則
を
基

本
と
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
掲
げ
る
ポ
イ
ン
ト
を
き
ち
ん
と
チ
ェ
ッ

ク
し
、
家
庭
で
の
食
中
毒
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

 
ポ
イ
ン
ト
①  

食
品
の
購
入

■
肉
、
魚
、
野
菜
な
ど
の
生
鮮
食
品
は
新
鮮
な

も
の
を
購
入
す
る
こ
と
。

■
表
示
の
あ
る
食
品
は
、
消
費
期
限
な
ど
を
確

認
し
、
購
入
す
る
こ
と
。

■
購
入
し
た
食
品
は
、
肉
汁
や
魚
な
ど
の
水
分

が
も
れ
な
い
よ
う
に
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
そ

れ
ぞ
れ
分
け
て
包
み
、
持
ち
帰
る
こ
と
。

 
ポ
イ
ン
ト
②  

家
庭
で
の
保
存

■
冷
蔵
や
冷
凍
の
必
要
な
食
品
は
、
持
ち
帰
っ

た
ら
、
す
ぐ
に
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
へ
入
れ
る

こ
と
。

食
中
毒
菌
を「
付
け
な
い
、増
や
さ
な
い
、殺
菌
す
る
」

■
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
の
詰
め
す
ぎ
に
注
意
す
る

こ
と
。（
容
量
の
７
割
程
度
が
目
安
）

■
肉
や
魚
な
ど
は
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
や
容
器
に
入

れ
、
冷
蔵
庫
の
中
に
あ
る
他
の
食
品
に
肉
汁

な
ど
が
付
か
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
る
こ
と
。

 
ポ
イ
ン
ト
③　

下
準
備

■
調
理
の
前
や
肉
、
魚
、
卵
を
取
り
扱
っ
た
後

は
手
を
洗
う
こ
と
。

■
肉
や
魚
な
ど
の
汁
が
、
果
物
や
サ
ラ
ダ
な
ど

生
で
食
べ
る
物
や
調
理
の
済
ん
だ
食
品
に
か

か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。 

■
生
の
肉
や
魚
を
切
っ
た
後
、
洗
わ
ず
に
そ
の

包
丁
や
ま
な
板
で
、
果
物
や
野
菜
な
ど
生
で

食
べ
る
食
品
や
調
理
の
終
わ
っ
た
食
品
を
切

ら
な
い
こ
と
。

■
ラ
ッ
プ
し
て
あ
る
野
菜
や
カ
ッ
ト
野
菜
も
流

水
で
よ
く
洗
浄
す
る
こ
と
。 

■
冷
凍
食
品
は
料
理
に
使
う
分
だ
け
解
凍
し
、

解
凍
が
終
わ
っ
た
ら
す
ぐ
調
理
す
る
こ
と
。

 
ポ
イ
ン
ト
④　

調 
理

■
加
熱
が
必
要
な
食
品
は
十
分
に
加
熱
す
る
こ

と
。 

■
料
理
を
途
中
で
や
め
る
時
は
、
冷
蔵
庫
に
入

れ
る
こ
と
。

■
電
子
レ
ン
ジ
を
使
う
場
合
は
、
電
子
レ
ン
ジ

用
の
容
器
、
ふ
た
を
使
い
、
調
理
時
間
に
気

を
付
け
、熱
の
伝
わ
り
に
く
い
も
の
は
、時
々

か
き
混
ぜ
る
こ
と
。

 
ポ
イ
ン
ト
⑤　

食 
事

■
食
卓
に
つ
く
前
に
は
、
必
ず
手
を
洗
う
こ
と
。

■
清
潔
な
手
で
、
清
潔
な
器
具
を
使
い
、
清
潔

な
食
器
に
盛
り
つ
け
る
こ
と
。

■
温
め
て
食
べ
る
料
理
は
常
に
温
か
く
、
冷
や

し
て
食
べ
る
料
理
は
常
に
冷
た
く
す
る
こ
と
。

■
調
理
前
後
の
食
品
は
、
室
温
に
長
く
放
置
し

な
い
こ
と
。

 
ポ
イ
ン
ト
⑥　

残
っ
た
食
品

■
残
っ
た
食
品
は
、
早
く
冷
え
る
よ
う
に
浅
い

容
器
に
小
分
け
に
し
て
保
存
す
る
こ
と
。

■
古
く
な
っ
た
も
の
は
、
思
い
切
っ
て
捨
て
る

こ
と
。

■
残
っ
た
食
品
を
温
め
直
す
時
も
十
分
に
加
熱

す
る
こ
と
。（　

度
以
上
が
目
安
）

７５

■
ち
ょ
っ
と
で
も
怪
し
い
と
思
っ
た
ら
、
食
べ

ず
に
捨
て
る
こ
と
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
課
（
�
�
６
１
２
９
）

食
中
毒
予
防
の
三
原
則
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検検検検検検検検検検診診診診診診診診診診検診
日日日日日日日日日日程程程程程程程程程程日程

休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日休日
診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療診療

準準準準準準準準準準夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜間間間間間間間間間間準夜間
診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療診療

診療時間はいずれも
9時から17時までです。

担当病院
７月６日（日）
新見市 新見中央病院 �72-2110         
庄原市 東城病院 �08477-2-2150
真庭市 河本病院（内・外）  �0867-55-2121
真庭市 米田医院（内） �0867-44-2132

７月１３日（日）
新見市 太田病院 �72-0214
庄原市 三上クリニック �08477-2-1151
真庭市 湯原温泉病院（内・外） �0867-62-2221
真庭市 岸本医院（外） �0867-42-0495
真庭市 廣恵医院（内・外） �0866-52-5020

７月２０日（日）
新見市 渡辺病院 �72-2123 　
庄原市 こぶしの里病院 �08477-2-5255
真庭市 金田病院（内・外）  �0867-52-1191
真庭市 新庄村診療所（内） �0867-56-3255

７月２１日（月）
新見市 長谷川紀念病院 �72-3105        
庄原市 東城病院 �08477-2-2150
真庭市 勝山病院（内・外） �0867-44-3161
真庭市 まつうら医院（内） �0867-42-5686
真庭市 さとう医院（外） �0866-52-9898

７月２７日（日）
新見市 長谷川紀念病院 �72-3105 
庄原市 瀬尾医院 �08477-2-0023
真庭市 落合病院（内） �0867-52-1133
真庭市 金田病院（外）  �0867-52-1191
真庭市 人見医院（内） �0867-44-2133

８月３日（日）
新見市 新見中央病院 �72-2110
庄原市 こぶしの里病院 �08477-2-5255
真庭市 近藤病院（内・外） �0867-44-2671
真庭市 杉山医院（内） �0867-42-5012
真庭市 牧原医院（外） �0866-52-2469

８月１０日（日）
新見市 太田病院 �72-0214
庄原市 細川医院 �08477-2-0054
真庭市 河本病院（内・外）  �0867-55-2121
真庭市 人見医院（内） �0867-44-2133

高尾高西町・介護老人保健
施設「くろかみ」内

新見市休日・準夜間診療所（��０３３４）

診 療 日：月～金曜日　
休 診 日：毎週土曜日、日曜日、祝日
診療時間：１９時～２１時
診療科目：内科、小児科

高尾高西町・介護老人保健施設「くろかみ」内

新見市休日・準夜間診療所（��０３３４）

新見水舟・市役所前

新見市休日歯科診療所（��８０８３）

内科

歯科

●ひよこクラス（育児相談）

対象者　２歳未満の乳幼児をもつ保護者、妊婦
内　容　希望者は身体計測（身長・体重）
　　　　座談会、育児相談
持参するもの　　母子手帳

時　　間会　　場曜日月　日

１３：３０～１５：００新見市保健福祉センター月７月２８日

●3～4か月児健康診査
対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成２０年３月生１３：００～１３：１５新見市保健福祉センター水７月１６日

●9～10か月児健康診査
対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１９年１０月生１３：３０～１４：００新見市保健福祉センター火８月５日

●1歳6か月児健康診査
対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１８年１２月生１３：００～１３：３０新見市保健福祉センター火７月１５日

●2歳6か月児歯科健康診査
対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１７年１２月生１３：００～１３：３０新見市保健福祉センター火７月８日

平成１８年１月生１３：００～１３：３０新見市保健福祉センター火７月２９日

●3歳児健康診査
対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１６年１２月生１３：００～１３：３０新見市保健福祉センター火７月２２日

※６５歳～６９歳の人は、６０歳～６４歳までの間に献血の経験がある人に限られます。
※身分が確認できる物をご持参ください。
※詳細は新見市保健事業年間計画表を確認してください。

●献血
受付時間会　　場曜日月　日

１０：００～１２：３０
に い み プ ラ ザ水７月２３日

１３：３０～１５：３０

９：３０～１１：３０新 見 市 消 防 本 部
木８月７日

１３：３０～１５：３０新 見 自 動 車 教 習 所

＊８月２０日以降の日程は市報８月号に掲載します。
＊対象地区について、新見市保健事業年間計画表の内容から変更しています。
＊送迎については、地域により送迎用のマイクロバスを運行します。
＊送迎の運行コースや時間、対象地区の詳しい地区割りについては、検診が近
づきましたら広報します。

●総合検診
　 （基本健康診査、特定健康診査、結核・肺がん検診、胃がん検診、大腸がん検診、前立腺がん検診）

　８：００～１０：００　結核・肺がん検診、胃がん検診、大腸がん検診
　９：００～１０：００　基本健康診査、特定健康診査、前立腺がん検診

対象地区会　　場曜日月　日

土橋・足見（姫原以外）
草間市民センター

火８月５日

草間水８月６日

豊永豊永市民センター
木８月７日

金８月８日

井倉・法曽・足見（姫原のみ）
井倉市民センター

月８月１８日

井倉・熊野火８月１９日
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就
職
希
望
者
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー

ン
希
望
者　

合
同
就
職
相
談

会
・
企
業
説
明
会 

　

市
内
で
の
雇
用
拡
大
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
る
新
見
地
域
雇
用
創

造
促
進
協
議
会
（
事
務
局　

市
商

工
観
光
課
内
）
で
は
、
新
見
市
や

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
見
と
協
力
し
て
、

市
内
へ
の
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
を

お
考
え
の
人
や
市
内
の
求
職
者
を

対
象
と
し
た
就
職
相
談
会
・
企
業

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
見
の
相
談
員

や
市
内
企
業
の
人
事
担
当
者
が
直

接
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
、
ご
家
族
の
人
で
も
構
い

ま
せ
ん
の
で
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

■
日
時　

８
月
７
日
�

　
　

時
〜　

時

１０

１５

■
会
場　

ま
な
び
広
場
に
い
み
小

ホ
ー
ル

■
対
象
者

・
新
見
市
へ
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
職

を
希
望
し
て
い
る
人

・
来
春
卒
業
（
大
学
・
短
大
・
専

門
学
校
等
）
予
定
の
人

・
現
在
、
意
欲
的
に
求
職
活
動
を

さ
れ
て
い
る
人

■
内
容

【
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
相
談
会
】

　
　

新
見
市
へ
の
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン

就
職
を
希
望
さ
れ
て
い
る
人
や

来
春
卒
業
予
定
の
学
生
を
対
象

と
し
た
相
談
会
で
す
。（
本
人
に

替
わ
っ
て
家
族
の
人
に
よ
る
相

談
も
可
能
）

【
就
職
相
談
会
・
企
業
説
明
会
】

　
　

市
内
在
住
で
、
現
在
、
意
欲

的
に
求
職
活
動
を
行
っ
て
お
ら

れ
る
人
を
対
象
と
し
た
相
談
会

で
す
。

■
そ
の
他

　
　

予
約
等
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
当
日
会
場
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　
　

当
日
は
、
筆
記
用
具
を
ご
用

意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

新
見
地
域
雇
用
創
造
促
進
協
議

会
（
商
工
観
光
課
内
）

　

（
�
�
６
１
３
７
）

防
衛
省
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

防
衛
省
で
は
、
次
の
と
お
り
募

集
を
行
い
ま
す
。

○
航
空
学
生

　
　

海
・
空
自
衛
隊
の
パ
イ
ロ
ッ

ト（
幹
部
）に
な
る
コ
ー
ス
で
す
。

○
一
般
曹
候
補
生

　
　

２
年
９
か
月
経
過
以
降
選
考

に
よ
り
、
３
曹
（
小
部
隊
の
指

揮
官
）
に
な
る
コ
ー
ス
で
す
。

■
受
験
資
格

・
航
空
学
生　

　

高
卒
、　

歳
以
上　

歳
未
満

１８

２１

・
一
般
曹
候
補
生

　
　

歳
以
上　

歳
未
満

１８

２７

■
受
付
期
間

　

８
月
１
日
�
〜
９
月　

日
�

１０

■
試
験
日

・
航
空
学
生　

９
月　

日
�

２３

・
一
般
曹
候
補
生　

９
月　

日
�

２０

■
一
次
合
格
発
表

・
航
空
学
生　
　

月
９
日
�

１０

・
一
般
曹
候
補
生　
　

月
３
日
�

１０

■
最
終
合
格
発
表

・
航
空
学
生　

平
成　

年
１
月　

２１

２３

日
�

・
一
般
曹
候
補
生　
　

月　

日
�

１１

１２

○
２
等
陸
・
海
・
空
士
（
男
子
・

女
子
）

■
受
験
資
格

　

男
女
と
も　

歳
以
上　

歳
未
満

１８

２７

■
受
付
期
間

・
男
子　

９
月　

日
�
ま
で

１２

・
女
子　

８
月
１
日
�
〜
９
月　
１０

日
�

■
試
験
日

・
男
子　

９
月　

日
�
〜　

日
�

２５

２８

の
間
、
２
日
間
を
指
定

・
女
子　

９
月　

日
�
、　

日
�

２８

２９

■
合
格
発
表

・
男
子　

試
験
日
よ
り
、
お
お
む

お
し
ら
せ

ままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちののののののののののののののののののののすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすががががががががががががががががががががたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたまちのすがたままままままちちちちちちののののののすすすすすすががががががたたたたたたまちのすがた
■固定資産税・都市計画税２期
　＜納期限：７月３１日＞
■国民健康保険税 １期
　＜納期限：７月３１日＞
■介護保険料 １期 
　＜納期限：７月３１日＞
■後期高齢者医療保険料１期
　＜納期限：７月３１日＞

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料市税・保険料市市市市市市税税税税税税・・・・・・保保保保保保険険険険険険料料料料料料市税・保険料

I
N

F
O

R
M

A
T

I
O

N

合併当初のようす

総人口　37， 049人
　　男　17， 661人
　　女　19， 388人
世帯数　12， 614世帯

（平成１７年３月３０日現在）

◆面　積　793.27k㎡
◆ひとのうごき（　）内は前月比較
　総人口　35， 601人（－１３人）
　　男　　16， 956人（－１８人）
　　女　　18， 645人（＋５人）
　出生…１３人　　転入…６８人
　死亡…３６人　　転出…５８人
　世帯数　１３， １１４世帯（＋２１世帯）
　（平成２０年５月末日現在）
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●夏休みこどもお楽しみ会　パートⅠ
　日時　７月１９日�　１０：００～１１：００「絵本の読み聞かせ」など
●子ども映画会
　日時　７月５日�　１０：００～１１：３０「はだしのゲン」１
　　　　　　　　　　１３：３０～１５：００「はだしのゲン」２
●子ども映画会
　日時　７月１９日�　１１：００～１１：３０「かぐや姫」ほか
●子ども映画会
　日時　８月２日�　１３：３０～１４：００「アラジンとまほうのランプ」ほか
☆「調べ学習」をしよう！
　　期間　７月２９日�、７月３０日�、７月３１日�
　　時間　１０：００～１２：００
　　対象　小学生
☆一日図書館員になろう！
　　期間　７月２９日�、７月３０日�、７月３１日�
　　時間　１０：００～１２：００
　　対象　小学生４・５・６年生
☆読書ボランティア養成講座
　⑤ストーリーテリング（お話）を楽しもう
　　７月６日�　１４：００～１５：３０　講師　 筒  井  悦  子 　氏

つつ い えつ こ

　⑥楽しい「読書へのアニマシオン（お話を使った遊び）」
　　７月１２日�　１４：００～１５：３０　講師　 藤  井  教  子 　氏

ふじ い のり こ

　⑦わらべうたで遊ぼう
　　８月２日�　１４：３０～１６：００　講師　 脇  本  幸  子 　氏

わき もと さち こ

●大衆歴史講座
　「江戸城・大奥・篤姫」全５回シリーズ
　　講師　元岡山大学教育学部委託講師　 石  本 　 彰 　氏

いし もと あきら

　　日時　第１回　７月２３日�　１０：００～１１：３０
　☆受講をご希望の方は、７月１３日�までにお申込ください。
●大衆文学講座
　「歴史の中の文学ロマン」全５回シリーズ　
　　講師　元岡山大学教育学部委託講師　 石  本 　 彰 　氏　

いし もと あきら

　　日時　第１回　７月２３日�　１３：００～１５：００
●わらべうたであそぼう
　　日時　８月２日�　　　　　１４：３０～１５：３０
●ブックスタート　（会場：新見市保健福祉センター）
　　日時　８月５日�　乳児健康診査（９～１０か月）時
　　　　　　　　　　　　　　　１３：３０～１５：００
 ７月の休館日　７日�　１４日�　２２日�　２５日�　２８日�

休館日　毎週水曜日　祝日

●子ども映画会　７月１２日�　１４：００～「カーズ」
●おはなし会　　７月２６日�　１４：００～
休館日　なし
哲西図書館利用者のための乳幼児一時預かりは、毎月第１・
第３月曜日の１０：００～１２：００です。

休館日　毎週月曜日　ただし、２１日�は開館し、２２日�を休
館します。

休館日　毎週木曜日・３０日

ね
１
か
月
程
度

・
女
子　
　

月　

日
�

１１

１４

　

ま
た
、
自
衛
官
の
採
用
説
明
会

も
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

８
月
３
日
�　
　

時
〜

１０

　

時
１１

■
会
場　

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー　

　

１
階
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
高
梁
地
域
事
務
所

　

（
�
０
８
６
６
�
２
２
�
２
３
１
４
）

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　

ht

tp：
//w
w
w
.m
od.g
o.jp/pco/

oka
y
a
m
a
/ 　

第
３
回
新
見
市
杯
ゴ
ル
フ

（
子
育
て
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
）

大
会
参
加
者
募
集

　

新
見
市
杯
ゴ
ル
フ
大
会
実
行
委

員
会
で
は
、
市
民
の
健
康
増
進
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
な
ど
を
目

的
に
、
新
見
市
杯
ゴ
ル
フ
大
会
を

開
催
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

　

８
月　

日
�　

８
時
ス
タ
ー
ト

３１

※
雨
天
決
行

■
場
所　

　

真
庭
市
下
中
津
井
３
９
３
３

　

北
房
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

■
参
加
費

　

３
千
円
（
プ
レ
ー
費
別
）

※
参
加
費
の
う
ち
、
千
円
を
チ
ャ

リ
テ
ィ
基
金
と
し
ま
す
。

■
募
集
人
員

　

１
６
０
人
（　

組
）

４０

■
申
込
方
法

　
　

次
の
場
所
に
配
置
し
て
い
る

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
提
出
す
る
か
、
大
会
実
行
委

員
会
事
務
局
ま
で
電
話
か
F
A

X
に
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
ゴ
ル
フ
リ
バ
ー
サ
イ
ド
１
８
０

・
新
見
商
工
会
議
所

・
新
見
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
お
よ
び
各
支
局
市
民
福
祉
課
、

各
市
民
セ
ン
タ
ー

■
申
込
期
限　

８
月　

日
�

１０

※
た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
、

申
込
み
を
締
め
切
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
市
杯
ゴ
ル
フ
大
会
実
行
委

　

員
会
事
務
局
（
リ
バ
ー
サ
イ
ド

１
８
０
内
）

新見図書館 ��２８２６

哲西図書館 ��２１１０

風広場おおさ図書コーナー ��２３０４

やまび こ広場神郷 図書コーナー ��６１１０

新見市学術交流センター図書館 ��０６６４

 
（
�
�
２
１
８
０　

F
A
X
� 

２
８
５
６
）
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I
N

F
O

R
M

A
T

I
O

N

　

岡
山
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連

　

合
会
保
険
事
業
課
事
業
係

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
国
保
年
金
係
（
�
� 
６

１
２
３
）

ま
っ
て
い
ま
す
！
学
び
た
い

あ
な
た 
吉
備
国
際
大
学 

の
び
の
び
キ
ャ
ン
パ
ス
岡
山 

受
講
生
募
集
！

　

県
民
の
学
習
の
機
会
を
提
供
す

る
た
め
、
岡
山
県
の
特
性
を
生
か

し
た
講
座
を
県
内
各
地
で
開
催
し

て
お
り
、
こ
の
中
で
吉
備
国
際
大

学
で
は
、「
専
門
教
養
・
歴
史
と

文
化
」
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
講
座
名

　

岡
山
の
歴
史
遺
産
探
訪

■
講
座
内
容

・
９
月
９
日
�　

８
時　

分
〜

３０

　

「
日
本
の
ダ
ビ
ン
チ 
津  
田  
永  
忠 

つ 

だ 

な
が 
た
だ

を
訪
ね
て
」

　

（
文
化
財
学
部
教
授　
 
臼  
井  
洋 

う
す 

い 

よ
う

 
輔 
）

す
け

・
９
月　

日
�　

９
時
〜    

１０

　

「
吹
屋
の
ベ
ン
ガ
ラ
と
吉
岡
銅

山
」

　

（
文
化
財
学
部
教
授　

臼
井
洋

輔
、
同
学
部
准
教
授　
 
小  
西  
伸 

こ 

に
し 
の
ぶ

 
彦 
）

ひ
こ

・
９
月　

日
�　

９
時
〜

１１

　

「
高
梁
の
名
勝
・
天
然
記
念
物
」

　

（
元
社
会
学
部
教
授　
 
重  
見  
之 

し
げ 

み 

ゆ
き

 
雄 
）

お

・
９
月　

日
�　

９
時
〜

１２

　

「
高
梁
の
歴
史
と
町
並
み
」

　

（
本
学
非
常
勤
講
師　
 
松  
前  
俊 

ま
つ 
ま
え 
と
し

 
洋 
）

ひ
ろ

※
全
行
程
を
学
外
で
行
い
ま
す
。

※
昼
食
は
、
各
自
で
ご
用
意
く
だ

さ
い
。　

※
入
場
料
は
、
個
人
払
い
で
お
願

い
し
ま
す
。

※
送
迎
バ
ス
は
、
あ
り
ま
せ
ん
。

※
歩
け
る
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

■
受
講
資
格

　

原
則
と
し
て
、
岡
山
県
内
に
在

住
も
し
く
は
勤
務
さ
れ
、
学
習

意
欲
の
あ
る
人

■
定
員　
　

名
４０

■
受
講
料　

１
、
０
０
０
円

　

※
講
座
初
日
に
お
支
払
く
だ
さ

い
。

■
申
込
方
法　

電
話
に
よ
り
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
間　

７
月
１
日
�
〜
８

月
４
日
�
（
受
付
時
間　

平
日

『
川
柳
募
集
』に
つ
い
て
の 

お
知
ら
せ

　

岡
山
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連

合
会
で
は
、『
健
康
川
柳
カ
レ
ン

ダ
ー
』
の
川
柳
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
健
康
に
つ
い
て
感
じ
た
こ
と

を
川
柳
に
詠
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

応
募
者
全
員
に
カ
レ
ン
ダ
ー
を
、

採
用
さ
れ
た
人
に
は
記
念
品
を
お

送
り
し
ま
す
。

■
募
集
要
項

　

①
川
柳
②
郵
便
番
号
③
住
所
④

氏
名
⑤
年
齢
⑥
職
業
⑦
電
話
番

号
※
な
お
、
応
募
は
一
人
三
句
ま
で

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま

た
、
川
柳
に
使
わ
れ
た
漢
字
に

は
ふ
り
が
な
を
ふ
っ
て
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

■
募
集
締
切　

９
月　

日
�

３０

■
応
募
先

　

〒
７
０
０
�
８
５
６
８

　

岡
山
市
桑
田
町　

�
５

１７

「高梁川親子ふれあいバスツアー」 参加者募集
　高梁川上流域に住む児童のみなさんに、「水」の大切さを学んでいただくために、

「水」が下流域で農業や工業に利用されている様子や、中四国最大規模の太陽光発電

システムを親子でふれあいながら見学するツアーを開催します。

　みなさんの参加をお待ちしています。

■開催日時　７月３０日�　８：３０出発

■見学行程　まなび広場にいみ（８：３０）→酒津配水池→西之浦浄水場→

　　　　　　（昼食）→JFEスチール�→まなび広場にいみ（１７：００頃）

■参加対象　新見市内の小学４～６年生の児童とその保護者（２人ペア１組）

■募集人数　４０組８０名程度（応募者多数の場合は抽選）

■参 加 費　無料（昼食付き）

■応募方法　ハガキに、住所・児童氏名（ふりがな・小学校名・学年）・保護者氏名（ふりがな）・電話番

号を記入のうえ、７月８日�までにお申し込みください。（当日の消印有効）

■応募・問い合わせ先

　　　　　　〒７１８�００１６  新見市金谷６９　岡山県企業局新見発電所（��８４４５）

　　　　　　※平日８：３０～１７：１５の間にお問い合わせください。
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９
時
〜　

時
）

１７

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

吉
備
国
際
大
学　

生
涯
学
習
大

学
係

　

（
�
０
８
６
６
�
２
２
�
９
４
５
４

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　

ht

tp：
/
/
w
w
w
.p
a
l.p
re
f.o
ka
y
a

m
a
.jp/

）

心
の
健
康
相
談
の
ご
案
内

　

新
見
保
健
所
で
は
、
医
師
・
保

健
師
に
よ
る
心
の
健
康
相
談
を
、

毎
月
第
１
・
第
３
木
曜
日
（
変
更

す
る
場
合
あ
り
。
８
月
は
第
１
木

曜
日
の
み
）
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

「
気
分
が
落
ち
込
む
、
何
を
す
る

の
も
お
っ
く
う
。」「
物
忘
れ
が
激

し
い
。
も
し
か
し
て
認
知
症
？
」

「
人
の
視
線
が
気
に
な
る
。」
な
ど
、

気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

思
春
期
の
心
の
相
談
も
行
っ
て
い

ま
す
。

※
個
人
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
日
時

　

７
月　

日
�

１７

　

８
月
７
日
�

　
　

時
〜　

時

１３

１５

■
場
所　

新
見
保
健
所

※
必
要
に
応
じ
て
訪
問
相
談
も
行

っ
て
い
ま
す
。

■
相
談
料　

無
料

　
　

相
談
は
予
約
制
で
す
の
で
、

新
見
保
健
所
保
健
課
へ
電
話
で

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

  
新
見
保
健
所
保
健
課

　

（
�
�
５
６
９
１
）

和
牛
の
飼
い
方
教
え
ま
す 

入
門
講
座
参
加
者
募
集

　

�
岡
山
県
畜
産
協
会
と
県
は
、

和
牛
経
営
希
望
者
を
対
象
に
入
門

講
座
を
開
講
し
ま
す
。

　

講
座
は
８
月
か
ら
来
年
１
月
ま

で
計
５
回
開
催
し
、
和
牛
経
営
の

基
本
的
な
知
識
や
技
術
を
学
ぶ
ほ

か
、
飼
育
現
場
で
の
実
践
研
修
も

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

和
牛
飼
育
に
興
味
の
あ
る
人
は

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
募
集
人
数　
　

人
２０

■
募
集
締
切　

７
月　

日
�

１８

■
参
加
費　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

�
岡
山
県
畜
産
協
会 

　

（
�
０
８
６
�
２
２
２
�
８
５
７
５
）

　

農
林
課
農
業
畜
産
振
興
係

　

（
�
�
６
１
３
３
）

子
と
親
の
ス
ケ
ッ
チ
教
室 

参
加
者
募
集

■
日
時　

８
月
２
日
�

　
　
　
　

９
時
〜　

時
１２

■
場
所　

新
見
美
術
館 
市
民
ギ

ャ
ラ
リ
ー
＆
ピ
ロ
テ
ィ

■
指
導　
 
西  
山 　
 
洋 
氏

に
し 
や
ま 

ひ
ろ
し

　
　
　
　
 
杉  
原 　
 
宏  
二 
氏

す
ぎ 
は
ら 

こ
う 

じ

■
対
象　

小
学
生
以
下
の
親
子

※
絵
を
描
く
道
具
・
画
板
は
、
ご

用
意
く
だ
さ
い
。（
画
用
紙
は

配
布
し
ま
す
）

■
申
込
期
限　

７
月　

日
�

３１

■
申
込
方
法　

　

電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。　

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
お

申
し
込
み
の
場
合
は
、
参
加
児

童
氏
名
、
学
校
名
、
学
年
、
連

絡
先
（
電
話
番
号
）
を
明
記
の

う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
参
加
費　

７
０
０
円
（
大
人
の

入
館
料
含
む
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
美
術
館
（
�
�
７
８
５
１
）

　

Ｅ
メ
ー
ル　

a
rt@
e
x
.city
.niim
i.

oka
y
a
m
a
.jp

岡山県生涯学習大学主催講座 受講者募集
　順正短期大学では、岡山県生涯学習大学主
催講座として、“生きがいづくり”をテーマに
次のとおり各講座を開催します。

■期間　８月２５日�・２６日�・２８日�・２９日�
■会場　学校法人高梁学園　順正短期大学
■定員　４０名
■受講料　１,０００円（４日間）
　※開講初日に徴収します。
■申込方法　住所・氏名・年齢・電話番号・
通学方法を記入のうえ、８０円切手を同封し
てお申し込みください。

■申込期間　７月２５日�
　※ただし、定員に達するまで受け付けます
ので、お尋ねください。

■申込み・問い合わせ先
　〒７１６－８５０８　高梁市伊賀町８
　順正短期大学「岡山県生涯学習大学主催講
座係」（�０８６６�２２�３５１７（内線１１０７））

■講座内容

１３：１０～１０：１０～

今日の高齢化社会におけ
る美容の必要性
メイクアップ講師
柴田　真由美

人を幸せにする音楽
順正短期大学教授
上田　豊

８月２５日�

お口の健康ガイド
順正短期大学助教
太田　正美

人の記憶と記憶障害（含
認知症）
順正短期大学非常勤講師
吉田　健男

８月２６日�

子どもの心を育むために
順正短期大学講師
藤井　伊津子

食べる・話す機能とリハ
ビリについて
順正短期大学准教授
福田　弘美

８月２８日�

高齢者のフットケア
順正短期大学講師
高杉　紘子

ネットワーク社会が引き起
こすストレスから身を守る
順正短期大学准教授
片山　章郎

８月２９日�

順正短期大学
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海
上
保
安
学
校
学
生
・
海
上

保
安
大
学
校
学
生
を
募
集
し

ま
す
！

　

海
上
保
安
庁
で
は
、
平
成　

年
２１

度
４
月
期
入
校
の
海
上
保
安
大
学

校
・
海
上
保
安
学
校
の
学
生
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

【
海
上
保
安
学
校
学
生
採
用
試

験
】

■
受
付
期
間

　

７
月　

日
�
〜
８
月
５
日
�

２２

■
受
験
資
格

・
昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
生
ま

６０

れ
で
、
高
校
卒
ま
た
は
平
成　
２１

年
３
月
ま
で
に
高
校
卒
業
見
込

み
の
人

・
右
記
と
同
等
と
認
め
ら
れ
る
人

■
第
１
次
試
験

　

９
月　

日
�

２８

　

※
第
１
次
試
験
の
合
格
発
表
は
、

　

月　

日
�

１０

１５

【
海
上
保
安
大
学
校
学
生
採
用
試

験
】

■
受
付
期
間

　

８
月　

日
�
〜
９
月
９
日
�

２８

■
受
験
資
格

・
昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
生
ま

６３

れ
で
、
高
校
卒
ま
た
は
平
成　
２１

年
３
月
ま
で
に
高
校
卒
業
見
込

み
の
人

・
右
記
と
同
等
と
認
め
ら
れ
る
人

■
第
１
次
試
験

　
　

月
１
日
�
・
２
日
�

１１

　

※
第
１
次
試
験
の
合
格
発
表
は
、

　

月　

日
�

１２

１２

■
問
い
合
わ
せ
先

　

水
島
海
上
保
安
部　

管
理
課

　

（
�
０
８
６
�
４
４
４
�
９
７
０
１
）

　

海
上
保
安
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http：
//w
w
w
.ka
iho.m

lit.g
o.j

p/臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド

を
持
ち
ま
し
ょ
う

　

平
成
９
年　

月　

日
に
「
臓
器

１０

１６

I
N

F
O

R
M

A
T

I
O

N

移
植
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ

れ
、
臓
器
移
植
の
た
め
に
提
供
で

き
る
「
臓
器
」
は
心
臓
、
肺
、
肝

臓
、
腎
臓
、
す
い
臓
、
小
腸
、
眼

球
と
な
り
ま
し
た
。

　

腎
臓
、
す
い
臓
、
眼
球
は
、
心

臓
停
止
後
に
摘
出
し
て
も
移
植
が

可
能
で
す
が
、
そ
の
ほ
か
の
臓
器

は
脳
死
の
段
階
で
摘
出
し
た
も
の

で
な
け
れ
ば
移
植
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　

脳
死
の
段
階
で
の
臓
器
提
供
は

意
思
表
示
カ
ー
ド
の
書
面
に
表
示

さ
れ
た
本
人
の
生
前
の
意
思
表
示

と
家
族
の
承
諾
の
両
方
が
必
要
で

す
。

　

心
臓
停
止
後
の
腎
臓
と
眼
球
の

提
供
は
、
本
人
の
意
思
表
示
が
な

く
て
も
家
族
の
承
諾
が
あ
れ
ば
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
に

自
分
の
意
思
を
記
入
し
、
常
時
携

帯
し
ま
し
ょ
う
。

　

全
国
に
は
臓
器
移
植
希
望
者

（
眼
球
を
除
く
）は
約
１
２
’５
０

０
人
お
ら
れ
ま
す
が
、
平
成　

年
１９

度
に
移
植
を
受
け
ら
れ
た
人
は
約

２
４
０
人
と
極
め
て
少
な
い
状
態

で
す
。

　

臓
器
移
植
へ
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
市
大
元
駅
前
３
�
５
７

　

�
岡
山
県
臓
器
バ
ン
ク

　

（
�
０
８
６
�
２
２
６
�
０
１
８
１
）

　

哲
多
町
蚊
家
の 
天  
王  
八  
幡  
神  
社 
境
内
に
は
、
全
国
的
に
も

て
ん 
の
う 
は
ち 
ま
ん 
じ
ん 
じ
ゃ

珍
し
い
金
蛍
が
発
生
し
ま
す
。
金
蛍
は
体
長
０
・
５
〜
０
・

７
セ
ン
チ
で
、
陸
生
の
マ
キ
貝
な
ど
を
餌
と
し
て
成
長
し
、

山
岳
地
帯
の
限
ら
れ
た
場
所
に
し
か
生
息
し
ま
せ
ん
。

　

天
王
八
幡
神
社
の 
社  
叢 （
注
１
）

で
は
、
七
夕
を
過
ぎ
た
７
月　

し
ゃ 
そ
う

１０

日
前
後
の
約　

日
間
に
わ
た
り
、
美
し
い
黄
金
色
の
光
を
明

１０

滅
さ
せ
て
飛
び
交
い
ま
す
。

　

昭
和　

年
３
月　

日
に
天
然
記
念
物
と
し
て
県
指
定
文
化

３４

２７

財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。　

※
注
１
：
神
社
の
森

金蛍発生地

 
金  
蛍  
発  
生  
地 

き
ん 

ぼ
た
る 

は
っ 

せ
い 

ち

市市市市市市市市市市
内内内内内内内内内内
のののののののののの

市
内
の

文
化
財

文 
化 
財

    
め
ぐ
り

め 
ぐ 
り

文
化
財

文 
化 
財

    
め
ぐ
り

め 
ぐ 
り ●
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新見市西方３６１番地

（��７８５１）
月77・・88

 「 猪  風  来 美術館」
い ふう らい

新見市法曽６０９番地

（��２４４４）

新見美術館

法曽陶芸館
開館時間�９：３０～１７：００
休 館 日�月曜日

●常設展示観覧料
　一般…２００円（１５０円）　高校生…１００円（７０円）
　（　）内は１５人以上の団体料金

※ただし、中学生以下は入館無料になります。

　法曽焼きには、“焼締め陶”のほかに“ 釉  薬  陶 ”があります。江戸
ゆう やく とう

時代初期、備中松山城主小堀遠州自らの指導により、法曽の地

に窯が築かれ、地元 法  曽  土 のほかに 陶  磁  土 も取り寄せて茶道具
ほう そ ど じ き ど

を焼いた、いわゆる『遠州窯』がありました。その古窯から産み出

された一品として伝わる法曽焼白茶碗。この抹茶茶碗に施されて

いる「白い釉」の正体を突きとめる為に、古来の 草  木  灰  釉 を作り、
くさ き はい ゆう

徹底的に不純物を取り除いた法曽土をロクロ形成して、電気窯テ

ストを行い復活研究を進めている最中です。

　今回は、古窯跡地から出土した陶片や、テスト形成した抹茶

茶碗を展示して、研究最前線の状況を報告する企画展を行いま

す。どうぞご覧ください。

●観覧料　一　般…６００（５００）円　中高生…３００（２５０）円
　　　　　小学生…２００（１５０）円　（　）内は１５人以上の団体料金

※ただし、市内の小中学生は「こころふれあいパスポート」の提
示で入館無料になります。

　

昆
虫
は
人
間
が
登
場
す
る
よ
り
、
は
る
か
昔
か
ら
地
球
上
に
棲
ん
で
お
り
、
地
球
上
で
も
っ
と
も
繁
栄

し
て
い
る
生
物
と
い
え
ま
す
。
そ
れ
は
地
球
上
の
あ
ら
ゆ
る
環
境
に
適
応
で
き
、
成
長
が
速
い
こ
と
か
ら

進
化
も
早
く
、多
く
の
種
類
が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
新
見
市
周
辺
は
石
灰
岩
が
多
く
、
そ
の
豊
か
な
環
境
の
中
に
、
岡
山
県
指
定
天

然
記
念
物
の
金
ボ
タ
ル
や
絶
滅
の
危
機
に 
瀕 
し
て
い
る
ウ
ス
イ
ロ

ひ
ん

ヒ
ョ
ウ
モ
ン
モ
ド
キ
な
ど
貴
重
な
昆
虫
が
数
多
く
生
息
し
て
い
ま

す
が
、昆
虫
の
宝
庫
で
あ
る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

本
展
で
は
、
新
見
や
日
本
、そ
し
て
世
界
の
昆
虫
を
、
貴
重
な
標

本
資
料
に
よ
り
紹
介
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
も
う
ひ
と
つ
の 
見
所 
と
し
て
、
世
界
各
国
を
股
に
か
け

み
ど
こ
ろ

活
躍
す
る
昆
虫
写
真
の
巨
匠
・ 
栗

林
 
 
慧 
氏
と
新
見
市
出
身
の

く
り
ば
や
し 
さ
と
し

自
然
写
真
家
・ 
難  
波  
由  
城  
雄 
氏
の
写
真
展
を
開
催
。虫
の
目
レ
ン

な
ん 

ば 

ゆ 

き 

お

ズ
（
超
深
度
接
写
）
で
と
ら
え
た
驚
異
の
マ
ク
ロ
の
世
界
は
、
私
た

ち
を
昆
虫
の
世
界
へ
と
誘
っ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

行 事 予 定

夏季特別展

●ひとり暮らし・高齢者の集い
　保健福祉センター  １０：００～１５：００金7 / 4
●「 栗  林  慧 ・ 難  波  由  城  雄 」写真展開会式

くり ばやし さとし なん ば ゆ き お

　新見美術館  ９：３０～
土5
●川をきれいにする運動  市内  ６：００～
●新見市消防団幹部訓練  哲多農村広場  ８：３０～日6
●心配ごと相談  哲多総合センター、新砥公民館、夢ひろば
萬歳  ９：３０～１２：００

●心配ごと相談  きらめき広場・哲西  ９：００～１２：００
月7

火8
水9
木10
●心配ごと相談  やまびこ広場神郷  ９：００～１２：００
●介護者の集い  神郷福祉センター  １０：００～１５：００
●交通事故相談　総合福祉センター　１０：００～１５：００
●市長とフリートーク　おおさ総合センター　１９：００～２１：００

金11

●アウトリーチ・フォーラム事業  ピアノ三重奏によるクラ
シックコンサート  まなび広場にいみ  １４：００～ 

●クワガタキャンプで夏満喫！
　備北青年の家  １４：００～（～１３日）

土12

日13
月14
火15
●心配ごと相談  総合福祉センター  １０：００～１５：００
●法律相談（要予約）　総合福祉センター  １０：００～１５：００
●合同相談  菅生市民センター  １０：００～１２：００
●市長とフリートーク　哲西公民館矢神分館　１９：００～２１：００

水16

木17
金18
●岡山県生涯スポーツ研究大会兼岡山県体育指導委員研修
会  まなび広場にいみほか  １３：００～  （～２０日）土19
●新見市婦人バレーボール大会  市民体育館  ８：３０～
●ワークショップ「昆虫標本をつくろう！」
　新見美術館  １３：００～

日20

月21
火22
水23
●市長とフリートーク　豊永市民センター　１９：００～２１：００木24

金25
●絵画教室  まなび広場にいみ  ９：００～  （～２８日）土26

日27
月28
火29
水30
木31
●ひとり暮らし・高齢者の集い
　保健福祉センター  １０：００～１５：００金8 / 1
●ワークショップ「子と親のスケッチ教室」
　新見美術館　９：００～１２：００土2
●新見市消防団夏期訓練  新見市民グラウンド  ８：３０～日3

月4
●心配ごと相談  哲多総合センター、新砥公民館、夢ひろば
萬歳  ９：３０～１２：００火5
●教育講演会  まなび広場にいみ  １３：３０～
●心配ごと相談  総合福祉センター  １０：００～１５：００
●市長とフリートーク　田治部中央会館　１９：００～２１：００

水6
●就職希望者、Ｕ・Ｉターン希望者合同就職相談会・企業説
明会  まなび広場にいみ  １０：００～１５：００

●心配ごと相談  きらめき広場・哲西  ９：００～１２：００
木7

６/１０�～９/７�

小堀遠州指導の
法曽焼白茶腕研究展
　《法曽焼は遠州の美の原点》

ワラ灰釉・還元焼・法曽白茶碗

ザ
・
昆
虫
ミ
ラ
ク
ル
ワ
ー
ル
ド

　

〜
新
見
の
昆
虫
か
ら
世
界
の
昆
虫
ま
で
〜

栗
林
慧
・
難
波
由
城
雄 
写
真
展 
〜
小
さ
い
生
命
の
躍
動
〜

会
期�

７
月
５
日
�
〜
８
月　

日
�

２４

開館時間�９：３０～１７：００（入館は１６：３０まで）
休 館 日�７月７日（月）・７月１４日（月）のみ

栗林慧《カブトムシ》
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おお
たた

んん
じじょょ
ううびび

おお
めめでで
ととうう！！

お
た

ん
じょ
うび

お
めで
とう！

★８月号の「ハッピーバースデー」コ－ナ－に掲載希望の人は、企画課企画広報係（蕁煢6114）にご一報ください。（締切は７月15日）

◆いよいよケーブルテレビの本放送が始ま

り、行政チャンネル（文字放送など）とコ

ミュニティチャンネル（にいみｉ
あい

チャンネ

ル）でさまざまな情報をお届けできるよう

になりました。これからもみなさんに身近

な話題をお届けしていきます。

今月の表紙

■編集／新見市報道委員会
■発行／新見市
　〒718‒8501
　新見市新見310‒3
　新見市総務企画部企画課
　☎煢 6114
■ホームページ
　http://www.city.niimi.
　　　　　　　　okayama.jp/
　携帯電話でもご覧になれます

７月号
平成20年7月1日  No.40

今月、満１歳になる子どもたちです。今月、満１歳になる子どもたちです。
これからも元気で大きくなってねこれからも元気で大きくなってね！！

こちら
編集室

●６月８日㈰に開催された大佐山フェステ

ィバルを取材しました。親子でのバイク体

験、パラグライダーの競技大会やディスク

ゴルフのデモンストレーションなど数多く

の催しが行われ、会場はとても盛り上がっ

ていました。とくに、無数のパラグライダ

ーが空高く舞い上がった景色は壮観で、思

わず見とれてしまいました。パラグライダ

ーで大空を自由に飛べるようになるには、

１～２年はかかるそうですが、私もいつか

はぜひ空からの大パノラマを眺めてみたい

と思いました。

吉
よし

尾
お

 侑
ゆ

芽
め

ちゃん

（哲多町成松／７・11生）

松松
まつまつ

原原
ばらばら

  滉滉
こうこう

樹樹
きき

ちゃんちゃん

（上市／７・28生）（上市／７・28生）

杉
すぎ

本
もと

 夏
なつ

実
み

ちゃん

（哲西町八鳥／７・11生）

永永
ながなが

井井
いい

  麻麻
まま

綾綾
やや

ちゃんちゃん

（哲多町成松／７・24生）（哲多町成松／７・24生）

西
にし

岡
おか

 夏
なつ

美
み

ちゃん

（哲多町田淵／７・９生）

信信
のぶのぶ

谷谷
たにたに

 みやび みやびちゃんちゃん

（上市／７・14生）（上市／７・14生）

安
あ

達
だち

 夏
なつ

希
き

ちゃん

（下熊谷／７・６生）

角角
すみすみ

田田
だだ

  真真
まま

琴琴
ことこと

ちゃんちゃん

（新見／７・13生）（新見／７・13生）

山
やま

口
ぐち

 紗
さ

和
わ

ちゃん

（新見／７・３生）

多
た

賀
が

 ほのかちゃん
（神郷高瀬／７・１生）


